
日
本
古
代
の
交
易
者
目
的
と
そ
の
類
型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
杢

】
可
旬
島
O
『
ロ
D
戸
5
＞
旨
息
O
ロ
吟
臼
旬
冒
P
5

はじ
め
に
0交易
活
動
の
動
機
と
目
的

●官
司
・
王
臣
家
の
交
易

③
畿
内
に
お
け
る
地
方
豪
族
層
の
交
易
活
動

④
商
人
と
そ
の
展
開

おわ
り
に

［論
文
要旨］

　日
本
古
代
の
交
易
に
関
す
る
従
来
の
研
究
は
、
交
易
者
・
市
の
様
相
や
法
的
規
制
、
あ
る
い
は
官
　
　
　
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

司
や
官
人
に
よ
る
交
易
活
動
の
解
明
に
主
眼
を
置
い
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
交
易
活
動
の
動
機
や
目
　
　
　
　
さ
ら
に
第
三
章
で
は
、
地
方
豪
族
が
畿
内
で
展
開
し
た
交
易
は
、
利
潤
追
求
が
目
的
で
は
な
く
、

的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
追
究
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
　
　
　
在
地
で
は
入
手
し
え
な
い
文
物
を
獲
得
す
る
こ
と
に
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
た
め
、
列

指
摘す
る
交
易
者
の
動
機
や
目
的
に
着
目
し
、
交
易
者
の
実
態
や
そ
の
類
型
を
抽
出
す
る
こ
と
を
目
　
　
　
島
や
海
外
の
物
産
が
集
ま
る
京
や
難
波
に
交
易
の
拠
点
を
設
け
た
こ
と
。
ま
た
彼
ら
の
銭
貨
獲
得
は
、

的
と
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
純
経
済
的
な
私
富
追
求
で
は
な
く
、
威
信
財
と
し
て
の
位
階
や
銭
貨
の
入
手
を
目
的
と
し
た
も
の
で

　ま
ず
第
一
章
で
は
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
指
摘
に
基
づ
い
て
、
史
料
に
見
え
る
交
易
の
動
機
に
つ
い
て
、
　
　
　
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

包
括
的
な
分
析
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
古
代
に
お
い
て
は
、
外
部
産
品
の
獲
得
を
目
的
と
し
　
　
　
　
最
後
に
第
四
章
で
は
、
利
潤
動
機
の
商
人
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
こ
こ
で
は
、
彼
ら
の
う
ち
市
人

た
交
易
に
従
事
す
る
、
身
分
動
機
の
交
易
者
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
。
他
方
、
利
潤
動
機
の
交
易
者
　
　
　
や
近
距
離
型
行
商
は
、
消
費
経
済
の
進
展
に
つ
れ
て
数
的
拡
大
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
大
多

は
零
細
で
、
社
会
的
地
位
も
低
い
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
交
易
量
全
体
に
占
め
る
割
合
で
は
、
獲
得
　
　
　
　
数
の
経
営
体
は
小
規
模
の
ま
ま
推
移
し
た
こ
と
。
そ
の
一
方
で
平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
、
比
較
的

型
・
身
分
動
機
型
交
易
が
多
数
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
規
模
な
交
易
を
展
開
す
る
遠
距
離
交
易
商
人
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。
彼
ら
は
、
王

　ま
た
第
二
章
で
は
、
官
司
や
王
臣
家
の
交
易
は
、
基
本
的
に
獲
得
型
・
身
分
動
機
型
交
易
で
あ
る
　
　
　
臣
家
等
が
展
開
し
て
き
た
獲
得
型
交
易
構
造
の
一
部
を
代
替
す
る
形
で
事
業
を
展
開
し
、
成
長
を
遂

こ
と
。
長
屋
王
家
に
よ
る
酒
食
販
売
事
業
な
ど
も
、
家
政
運
営
に
必
要
な
銭
貨
調
達
を
目
的
と
し
た
　
　
　
　
げ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
た
。

1
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は
じ
め
に

　
日
本
古
代
の
交
易
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
史
料
上
に
散
見
さ
れ
る
交
易

者

と
市
、
お
よ
び
そ
の
交
易
内
容
、
法
的
規
制
、
交
易
圏
の
拡
が
り
や
、
官
司
や
官

人
に
よ
る
物
資
調
達
を
目
的
と
し
た
交
易
活
動
の
解
明
に
主
眼
を
置
い
て
き
た
。
こ

の

た
め
交
易
活
動
の
動
機
や
目
的
な
ど
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
追
究
さ
れ
て
こ
な

か

っ

た
。
特
に
官
司
等
の
場
合
は
、
そ
の
運
営
や
造
営
、
あ
る
い
は
貢
納
物
資
を
取

り
揃
え
る
た
め
の
交
易
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
自
明
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
一
方
、
官
司
以
外
の
交
易
や
そ
の
内
容
を
追
究
す
る
視
角
か
ら
の
研
究
は
、
個
々

の

交

易
内
容
や
交
易
形
態
が
中
心
に
扱
わ
れ
、
や
は
り
交
易
を
行
う
動
機
に
つ
い
て

は
あ
ま
り
問
題
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
西
岡
虎
之
助
氏
は
、
平
安
期
の

「
商
人
」
「
商
業
」
に
関
す
る
史
料
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
、
詳
細
に
事
実
を
追
究
し

た
〔
西
岡
一
九
二
五
〕
。
ま
た
西
村
真
次
氏
は
、
奈
良
時
代
の
商
人
を
「
近
距
離
型

行
商
」
と
「
遠
距
離
型
行
商
」
に
分
類
し
て
、
「
遠
距
離
型
行
商
」
は
巨
額
の
資
本

と
船
舶
を
擁
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
〔
西
村
一
九
三
九
〕
。
し
か
し
こ
れ
ら
の

論
考
は
、
「
商
人
」
「
商
業
」
「
行
商
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
よ
う
に
、
史
料

に

見
え
る
交
易
の
目
的
が
商
行
為
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。

　

遠
距
離
交
易
に
つ
い
て
は
、
喜
田
新
六
氏
が
、
地
方
の
献
銭
叙
位
者
は
大
き
な
権

力
と
運
輸
能
力
を
有
す
る
富
豪
で
、
中
央
と
の
遠
距
離
交
易
に
よ
っ
て
銭
貨
を
手
に

入
れ
た

と
し
た
〔
喜
田
一
九
三
三
〕
こ
と
を
皮
切
り
に
、
地
方
と
中
央
を
結
ぶ
遠

距
離
交
易
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
吉
田
孝
氏
が
、
官
司
や
官
人
に

の

交
易
活
動
を
解
明
す
る
と
と
も
に
、
地
方
ー
中
央
間
の
交
易
は
、
中
央
に
貢
納
さ

れ

る
膨
大
な
量
の
物
資
と
そ
の
運
送
に
携
わ
っ
た
人
間
の
移
動
が
も
た
ら
し
た
影
響

に
よ
る
も
の
と
指
摘
す
る
〔
吉
田
一
九
六
五
〕
な
ど
、
流
通
経
済
史
を
古
代
国
家

論

に
位
置
づ
け
る
方
向
性
を
示
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
古
代
流
通
経
済
史
研
究
の
現
在
に
お
け
る
到
達
点
の
一
つ
が
、
栄
原

永
遠
男
氏
に
よ
る
一
連
の
研
究
〔
栄
原
一
九
九
二
〕
で
あ
る
と
い
え
る
。
遠
距
離

交
易
に
つ
い
て
は
、
中
央
と
地
方
と
を
結
ぶ
交
易
が
当
時
の
遠
距
離
交
易
の
特
質
で

あ
る
と
し
、
畿
内
主
要
部
と
畿
外
と
を
結
ぶ
交
易
と
い
う
意
味
に
限
定
し
て
、
そ
の

構
造
・
諸
類
型
・
交
易
者
の
出
身
階
層
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
〔
栄
原
一
九

七

六
〕
。
こ
の
論
考
は
、
古
代
に
お
け
る
遠
距
離
交
易
者
と
そ
の
交
易
活
動
を
追
究

し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
で
交
易
の
動
機
の
説
明
に
関
し
て
は
不
明
瞭

で

あ
る
と
感
ず
る
部
分
も
少
な
く
な
い
。
栄
原
氏
は
、
彼
ら
の
交
易
活
動
の
目
的
や

構

造
を
、
「
銭
貨
と
物
資
の
連
続
的
形
態
変
化
を
通
じ
て
、
利
潤
を
得
ん
と
す
る
意

図
は
む
し
ろ
希
薄
で
あ
る
。
彼
ら
の
遠
距
離
交
易
は
、
大
勢
と
し
て
は
、
偶
然
性
・

一
回
性
を
強
く
お
び
て
い
た
と
い
わ
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
無
限
定
に

彼

ら
を
古
代
的
商
人
な
ど
と
は
い
え
な
い
」
と
指
摘
し
、
「
私
富
蓄
積
の
一
手
段
で

あ
る
と
と
も
に
、
動
揺
し
つ
つ
あ
る
自
ら
の
在
地
支
配
を
、
経
済
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
的
に
補
強
す
る
役
割
を
も
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
」
と
総
括
す
る
。
し
か
し
一
方

で
、
「
中
央
で
も
、
家
人
や
奴
脾
を
東
西
市
に
居
住
せ
し
め
て
邸
を
出
し
、
興
販
す

な
わ
ち
一
定
期
間
継
続
的
に
利
潤
追
求
の
た
め
の
売
買
を
行
っ
て
い
た
ら
し
い
」
と

い
う
叙
述
も
み
ら
れ
る
。

　
「
在
地
支
配
」
と
「
利
潤
追
求
」
・
「
私
富
蓄
積
」
が
、
交
易
の
目
的
と
し
て
同
時

に
存
在
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
栄
原
氏
の
説

明
は
、
い
か
に
も
苦
し
い
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
の
研

究
が
自
明
と
し
、
深
く
追
究
し
て
こ
な
か
っ
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、

か

つ
て

の
西

岡
・
西
村
両
氏
の
研
究
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
交
易
の
目
的

の

中
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
利
潤
の
追
求
が
必
ず
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
現
代
的
・

常
識
的
な
理
解
で
あ
る
。
こ
の
「
常
識
」
を
疑
っ
て
み
た
場
合
、
交
易
者
が
利
潤
追

求
を
主
た
る
目
的
の
一
つ
と
し
、
そ
の
利
潤
を
も
っ
て
私
富
の
蓄
積
を
図
っ
た
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
、
す
な
わ
ち
交
易
‖
商
行
為
と
い
う
理
解
が
本
当
に
正
し
い
の
か
、
と

い
う
命
題
に
つ
き
あ
た
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
交
易
者
の
動
機
・
目
的
に
関
す
る
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再
検
討

と
、
そ
こ
か
ら
見
た
諸
類
型
の
抽
出
を
行
う
と
と
も
に
、
交
易
者
の
一
部
を

占
め
る
商
業
者
の
古
代
社
会
に
お
け
る
位
置
、
そ
し
て
そ
の
中
世
へ
の
展
開
に
つ
い

て
見
通
し
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

0
交
易
活
動
の
動
機
と
目
的

　
（
1
）
交
易
の
目
的

　
前
近
代
社
会
に
お
け
る
交
易
者
の
動
機
・
目
的
に
関
す
る
分
析
視
角
と
し
て
筆
者

が
注

目
す
る
の
は
、
非
市
場
経
済
社
会
に
お
け
る
交
易
本
来
の
意
義
・
目
的
・
動
機

に
関
す
る
K
・
ポ
ラ
ン
ニ
ー
の
指
摘
で
あ
る
〔
ポ
ラ
ン
ニ
ー
　
一
九
八
〇
〕
。

　
ポ

ラ
ン
ニ
ー
は
、
交
易
と
は
そ
の
場
で
は
入
手
で
き
な
い
財
を
獲
得
す
る
方
法
で

あ
る
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
交
易
は
、
集
団
に
と
っ
て
外
部
的
な
も
の
で
、
日
常
生

活
と
は
異
な
る
活
動
、
例
え
ば
狩
猟
や
遠
征
、
海
賊
行
為
な
ど
に
近
く
、
遠
方
か
ら

財
を
獲
得
し
、
運
搬
し
て
く
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
ま
た
、
交
易
と

他
の
活
動
が
違
う
点
は
二
方
向
性
に
あ
り
、
こ
の
た
め
平
和
的
な
性
格
が
確
保
さ
れ
、

強
奪
や
略
奪
が
な
い
と
す
る
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
「
商
品
交
換
は
、
共
同
体
の
終
わ
る
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
共

同
体
が
他
の
共
同
体
ま
た
は
、
他
の
共
同
体
の
成
員
と
接
触
す
る
点
に
始
ま
る
」
と

い
う
マ
ル
ク
ス
の
指
摘
〔
マ
ル
ク
ス
　
一
九
六
九
〕
と
も
少
な
か
ら
ず
共
通
す
る
。

た
だ
し
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
「
商
品
」
で
は
な
く
、
「
財
」
と
し
て
い
る
点
は
注
意
を

要
す
る
。
売
っ
て
利
益
を
上
げ
る
の
が
主
目
的
だ
っ
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
所
属

す
る
国
家
・
社
会
・
共
同
体
な
ど
の
内
部
で
は
生
産
・
獲
得
で
き
な
い
物
を
、
外
部

と
の
平
和
的
な
交
流
に
よ
り
入
手
す
る
、
そ
こ
に
非
市
場
経
済
社
会
に
お
け
る
交
易

の

目
的
が
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
交
易
者
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
生
産

物
を
輸
出
し
て
利
潤
を
あ
げ
る
こ
と
よ
り
も
、
他
者
か
ら
獲
得
す
る
輸
入
品
に
こ
そ

関
心
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

こ
れ
が
日
本
古
代
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
史
料
か
ら
も
確

認
で

き
る
。
例
え
ば
、
『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
（
七
一
一
）
年
十
月
甲
午
条
（
い
わ

ゆ
る
蓄
銭
叙
位
令
）
や
延
暦
十
七
年
九
月
廿
三
日
付
太
政
官
符
（
『
類
聚
三
代
格
』

巻
十
九
・
後
掲
史
料
8
）
に
は
、
「
夫
銭
之
為
レ
用
。
所
司
以
通
レ
財
貿
噌
易
有
元
上
也
」
、

「
用
レ
銭
之
道
取
二
軽
便
一
。
有
無
均
レ
利
彼
此
得
レ
宜
者
也
」
と
、
交
易
に
お
け
る
銭

貨
の
効
用
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
利
を
等
し
く
す
る
こ
と
も
述
べ
ら
れ

て

い

る
が
、
有
る
物
と
無
い
物
を
交
換
す
る
こ
と
が
「
貿
易
（
交
易
）
」
の
第
一
義

的
意
味
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
、
ま
ず
は
読
み
と
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
史
料
1
は
、
但
馬
国
に
来
着
し
た
渤
海
使
へ
の
対
応
方
法
を
、
国
司
に
指
示

し
た
太
政
官
符
で
あ
る
。
こ
の
中
に
、
渤
海
使
と
私
交
易
す
る
者
の
取
り
締
ま
り
を

命
じ
た
一
節
が
見
え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
交
易
を
行
う
人
に
つ
い
て
、
「
必
愛
二
遠
物
一
、

争
以
貿
易
」
と
記
す
。
こ
こ
に
は
、
輸
入
品
に
関
心
を
寄
せ
て
貿
易
す
る
人
々
の
様

子
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（史
料
1
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
入
　
夷
俘
井
外
蕃
人
事

太
政
官
符

　
　
（
中
略
）

　
　
右
得
二
但
馬
国
解
一
構
。
渤
海
使
政
堂
左
允
王
文
矩
等
一
百
人
、
去
年
十
二
月

　
　
廿
九
日
到
着
。

　
　
（
中
略
）

　
一
応
レ
禁
二
交
関
一
事

　
　
右
蕃
客
売
レ
物
私
交
関
者
、
法
有
二
恒
科
一
。
而
此
間
之
人
、
必
愛
二
遠
物
一
、

　

争
以
貿
易
。
宜
下
厳
加
二
禁
制
一
、
莫
上
レ
令
二
更
然
一
。
若
違
レ
之
者
、
百
姓
決
杖

　
　
一
百
。
王
臣
家
遣
レ
人
買
、
禁
二
使
者
一
言
上
。
国
司
阿
容
及
自
買
、
殊
処
二
重

　

科
一
。
不
レ
得
二
違
犯
一
。

　
　
（
中
略
）

　
　
（
八
二
八
）

　

天

長
五
年
正
月
二
日
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同
様
に
、
史
料
2
は
対
北
方
交
易
の
状
況
で
、
「
国
家
之
貨
」
を
売
る
こ
と
で

「為
レ
害
極
深
」
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
王
臣
及
国
司
等
争
買
荻
馬
及
俘
奴
脾
一
」

と
い
う
状
況
が
現
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
交
易
に
お
い
て
輸
入
品
に
深
い
関
心

を
寄
せ
る
一
方
、
輸
出
品
に
つ
い
て
は
無
頓
着
な
様
子
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
史
料

3
（
対
新
羅
交
易
）
で
は
、
こ
の
状
況
を
「
耽
二
外
土
之
声
聞
’
。
蔑
二
境
内
之
貴
物
一
」

と
、
よ
り
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。

（史
料
2
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
　
禁
制
事

　
　
太
政
官
符

　
　
　
応
下
陸
奥
按
察
使
禁
刺
断
王
臣
百
姓
与
二
夷
俘
’
交
関
上
事

　
　
右
被
二
右
大
臣
官
二
構
。
奉
　
レ
勅
。
如
聞
。
王
臣
及
国
司
等
争
買
二
秋
馬
及
俘
奴

　
　
碑
一
。
所
以
弘
羊
之
徒
荷
貧
二
利
潤
一
略
レ
良
籟
レ
馬
。
相
賊
日
深
。
加
以
無
知
百

　
　
姓
不
レ
畏
二
悪
章
一
。
売
二
此
国
家
之
貨
一
。
買
二
彼
夷
俘
之
物
・
。
綿
既
着
二
賊
襖
一
。

　
　
冑
鉄
亦
造
二
敵
農
器
一
。
於
レ
理
商
量
。
為
レ
害
極
深
。
自
今
以
後
。
宜
二
厳
禁
断
一
。

　
　
如
有
三
王
臣
及
国
司
違
コ
犯
此
制
一
者
。
物
即
没
レ
官
。
伍
注
レ
名
申
上
。
其
百
姓

　
　
者
一
依
二
故
按
察
使
従
三
位
大
野
朝
臣
東
人
制
法
一
随
レ
事
推
決
。

　
　
　
　
　
（
七
八
七
）

　
　
　
　
延
暦
六
年
正
月
廿
一
日

（史
料
3
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
八
　
夷
俘
井
外
蕃
人
事

　
　
太
政
官
符

　
　
　
応
レ
検
コ
領
新
羅
人
交
関
物
一
事

　
　
右

被
一
大
納
言
正
三
位
兼
行
左
近
衛
大
将
民
部
卿
清
原
真
人
夏
野
官
二
侮
。

　
　
奉
　
レ
勅
。
如
聞
。
愚
闇
人
民
傾
コ
覆
櫃
通
一
。
踊
貴
競
買
。
物
是
非
レ
可
レ
韻
レ
遭

　
　
弊
則
家
資
殆
馨
。
耽
二
外
土
之
声
聞
・
。
蔑
二
境
内
之
貴
物
一
。
是
実
不
レ
加
一
捉

　
　
搦
一
所
レ
致
之
弊
。
宜
下
下
寸
知
太
宰
府
一
厳
施
一
林
示
制
一
。
勿
上
レ
令
二
輔
市
一
。
商

　
　
人
来
着
。
船
上
雑
物
一
色
已
上
。
簡
コ
定
適
用
之
物
’
。
附
レ
駅
進
上
。
不
レ
適

　
　
之
色
。
府
官
検
察
。
遍
令
二
交
易
一
。
其
直
貴
賎
。
一
依
二
佑
債
一
。
若
有
二
違
犯

者
一
。
殊

虚
二
重
科
一
。
莫
レ
従
二
寛
典
一
。

　
　
　
（
八
三
こ

　
　
天
長
八
年
九
月
七
日

　

こ
れ
ら
の
史
料
か
ら
は
、
交
易
に
際
す
る
輸
入
品
へ
の
関
心
と
輸
出
品
へ
の
無
関

心
が
明
ら
か
に
読
み
と
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
交
易
行
為
は
、
距
離
・
時
間
・
加
工

な
ど
に
よ
っ
て
発
生
す
る
付
加
価
値
（
価
格
差
）
を
利
用
し
て
、
利
潤
を
追
求
す
る

行
為
で
は
な
い
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
「
消
費
」
と
表
現
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
蝦
夷
と
の
北
方
交
易
（
史
料
2
）
や
、
対
中
国
交
易
（
『
竹
取
物
語
』
の

火
鼠
の
皮
衣
な
ど
）
、
対
新
羅
交
易
（
史
料
3
）
、
地
方
豪
族
が
京
や
難
波
で
展
開
す

る
交
易
（
後
述
）
な
ど
も
、
自
国
・
自
地
域
で
生
産
・
獲
得
で
き
な
い
物
品
を
入
手

す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
、
こ
う
い
っ
た
獲
得
型
交
易
は
、
威
信
財
な
ど
の
奢
修
品
交
易
の
み
の

問
題
と
は
い
え
な
い
。
史
料
2
か
ら
は
、
エ
ミ
シ
が
交
易
で
綿
や
鉄
を
入
手
し
、
日

用
品
（
襖
）
や
生
産
手
段
（
農
器
具
）
に
加
工
し
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、

古
墳
に
鉄
鍵
が
副
葬
さ
れ
て
い
る
例
か
ら
は
、
再
生
産
に
必
要
な
鉄
資
源
が
、
同
時

に
威
信
財
と
も
な
り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
奢
修
品
も
ま
た
支
配
層
に
と
っ
て
は
必
需
品
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
両

者
の
境
界
は

極
め

て

曖
昧

で
、
か
つ
時
代
や
地
域
、
地
位
や
身
分
に
よ
っ
て
変
化
・

変
換
し
得
る
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
間
に
本
質
的
な
違
い
は
な
い
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　
以
上
の

点
か
ら
、
日
本
古
代
社
会
に
お
い
て
行
わ
れ
た
交
易
の
中
に
は
、
奢
修

品
・
必
需
品
に
か
か
わ
ら
ず
、
外
部
か
ら
財
を
獲
得
す
る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
交

易
が
確
実
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
交
易
で
は
、
交
易
に

よ
っ
て
生
じ
る
利
潤
が
目
的
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
交
易
n

利
潤
追
求
行
為
と
は
必
ず
し
も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
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（
2
）
交
易
者
の
動
機
と
そ
の
類
型

　
一
方
で
日
本
古
代
社
会
に
は
、
利
潤
追
求
行
為
を
生
業
の
一
部
と
し
て
い
た
人
々

も
確
実
に
存
在
し
た
。
例
え
ば
史
料
2
に
は
、
利
潤
を
貧
る
徒
が
い
た
こ
と
が
示
さ

れ
て

い

る
。
こ
の
よ
う
な
交
易
に
関
わ
る
人
々
の
複
雑
な
状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
把

握

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
筆
者
が
注
目
す
る
の
は
、
や
は
り
ポ
ラ
ン
ニ
ー

に
よ
る
交
易
者
の
動
機
と
そ
の
類
型
に
関
す
る
指
摘
で
あ
る
。

　
ポ

ラ
ン
ニ
ー
は
、
交
易
者
の
動
機
に
は
、
自
己
の
社
会
的
身
分
に
よ
る
も
の
、
つ

ま
り
義
務
や
公
共
へ
の
奉
仕
の
要
素
に
よ
る
も
の
（
身
分
動
機
）
と
、
売
買
取
引
か

ら
生
ま
れ
る
利
得
の
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も
の
（
利
潤
動
機
）
が
あ
る
と
す
る
。
そ

し
て
身
分
動
機
の
場
合
、
原
則
と
し
て
利
得
獲
得
の
形
態
は
と
ら
ず
、
主
人
や
君
主

か

ら
報
酬
を
受
け
取
る
形
に
な
り
、
同
時
に
取
引
で
発
生
す
る
利
得
は
、
付
与
さ
れ

る
富
に
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
少
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
義
務
と
名
誉

の

た
め
に
取
引
す
る
も
の
は
富
裕
に
な
る
が
、
汚
な
ら
し
い
金
銭
の
た
め
に
交
易
す

る
も
の
は
貧
し
い
ま
ま
と
な
り
、
こ
れ
が
ア
ル
カ
イ
ッ
ク
な
社
会
に
お
い
て
、
利
得

の

動
機
が
表
面
に
出
な
い
理
由
で
あ
る
と
す
る
。

　

日
本
古
代
に
お
け
る
身
分
動
機
の
交
易
者
と
し
て
は
、
史
料
1
の
「
王
臣
家
遣
レ

人
買
、
禁
二
使
者
一
言
上
。
」
と
い
う
一
節
に
見
え
る
、
「
人
」
「
使
者
」
が
あ
げ
ら
れ

よ
う
。
彼
ら
は
、
直
接
の
交
易
従
事
者
で
は
あ
っ
た
が
、
王
臣
家
に
奉
仕
す
る
こ
と

を
職
務
と
し
て
い
た
者
た
ち
で
あ
り
、
交
易
に
よ
っ
て
生
じ
る
利
潤
で
生
活
し
て
い

た
わ
け
で
は
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
場
合
、
交
易
従
事
者
は
身
分
動
機
の
「
人
」
「
使

者
」
で
あ
る
が
、
交
易
主
体
は
あ
く
ま
で
も
「
王
臣
家
」
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
で
き

る
。
す
な
わ
ち
、
身
分
動
機
の
交
易
者
が
介
在
す
る
場
合
、
交
易
主
体
（
王
・
臣
）

と
交
易
従
事
者
（
使
者
）
が
分
離
す
る
こ
と
も
そ
の
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
官
司
や
官
人
に
よ
る
物
資

調
達
を
目
的
と
し
た
交
易
活
動
も
、
官
司
を
交
易
主
体
と
し
、
官
人
を
交
易
従
事
者

と
す
る
身
分
動
機
に
よ
る
交
易
の
一
類
型
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
利
潤
を
動
機
と
す
る
奈
良
期
前
後
の
交
易
者
に
は
、
次
の
よ
う

な
例
が
認
め
ら
れ
る
。

　

大
安
寺
の
出
挙
銭
三
十
貫
を
元
手
に
、
京
で
交
易
品
を
販
売
し
利
潤
を
得
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
越
前
国
敦
賀
津
で
交
易
（
仕
入
れ
）
を
行
っ
た
楢
磐
嶋
（
『
日
本

霊
異

記
』
中
巻
第
廿
四
話
）
。
馬
に
重
い
荷
を
負
わ
せ
た
り
、
そ
の
馬
を
食
べ
た
り

し
て
、
現
報
を
受
け
た
「
瓜
販
の
人
」
（
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
廿
一
話
）
。
盗
ん

だ

経
を
、
市
で
行
商
し
た
「
賎
し
き
人
」
（
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
十
九
話
）
。

　

ま
た
平
安
期
に
な
る
と
、
行
商
を
行
う
販
夫
・
販
婦
や
、
市
で
の
販
売
を
行
う
市

人
・
市
女
な
ど
が
、
多
く
史
料
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
〔
西
岡
　
一
九
二
五
〕
。

　

こ
れ
ら
の
例
は
、
い
ず
れ
も
社
会
的
身
分
は
低
く
、
多
く
は
零
細
業
者
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
で
き
る
。
ま
た
『
日
本
霊
異
記
』
の
例
で
は
、
大
安
寺
の
出
挙
銭
を
受
け

て

い

る
楢
磐
嶋
を
除
く
と
、
現
報
を
受
け
た
り
、
「
賎
し
き
人
」
と
表
現
さ
れ
る
な

ど
負
の
イ
メ
ー
ジ
を
背
負
っ
て
い
る
こ
と
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
楢
磐
嶋
の
事

例
の

よ
う
な
、
個
人
的
な
活
動
と
し
て
は
比
較
的
大
が
か
り
で
、
か
つ
肯
定
的
に
捉

え
ら
れ
て
い
る
交
易
で
あ
っ
て
も
、
栄
原
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
寺
院
へ
の
従
属

性
や

交
易
の
一
回
性
を
強
く
帯
び
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
仏
教
に
利
益
を
も

た
ら
す
商
行
為
で
あ
り
、
か
つ
帰
依
や
出
挙
銭
を
勧
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
説
教

だ

か

ら
こ
そ
、
肯
定
的
に
説
か
れ
て
い
る
こ
と
も
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
そ
の
内
実
が
な
か
な
か
捉
え
に
く
い
都
城
等
の
「
市
人
」
（
『
続
日
本

紀
』
天
平
十
六
年
閏
正
月
戊
申
条
な
ど
）
を
考
慮
し
た
と
し
て
も
、
全
体
と
し
て
み

れ

ば
、
彼
ら
の
よ
う
な
商
業
的
交
易
者
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、

同
時
に
都
城
等
の
一
部
地
域
に
偏
在
し
て
い
た
こ
と
も
間
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

単
体
の
経
営
規
模
が
零
細
で
、
数
的
に
も
多
く
は
な
い
彼
ら
の
よ
う
な
商
業
的
交
易

者
が
、
交
易
な
い
し
流
通
経
済
全
体
に
占
め
る
地
位
・
役
割
は
決
し
て
大
き
く
な
か

っ

た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
日
本
古
代
に
お
け
る
利
潤
動
機
の
交
易
者
の
な
か
に
は
、
商
行
為
を
主
た

る
生
業
と
す
る
民
間
人
の
他
に
、
枯
価
を
利
用
し
て
官
物
を
意
図
的
に
交
易
し
、
自

ら
の
利
潤
を
追
求
す
る
官
人
も
い
た
。
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（史
料
4
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
　
禁
制
事

　
　
太
政
官
符

　
↓
禁
ド
犯
コ
用
官
物
・
名
中
公
文
乗
上
事

　
　
　

（中
略
）

　
一
禁
二
官
交
易
物
失
レ
時
致
↓
損
事

　
　
右
時
物
有
二
貴
賎
一
。
充
価
異
二
高
下
一
。
夏
施
秋
穀
色
類
既
多
。
如
聞
。
諸
国

　
　
交

易
先
立
二
沽
価
一
。
貴
時
強
ゴ
与
賎
価
・
。
賎
時
詐
コ
注
貴
直
一
。
遂
事
二
割

　
　
裁
・
。
柾
規
二
利
潤
一
。
轟
レ
民
害
レ
政
。
莫
レ
甚
二
於
其
一
。
宜
ド
改
三
削
過
・
不
上
レ

　
　
得
二
重
犯
’
。
伍
候
二
物
賎
之
時
一
充
二
和
市
之
価
一
。
依
レ
実
申
レ
官
。
不
レ
得
二
好

　
　
裁
・
。
如
有
レ
不
レ
俊
。
罪
同
二
上
條
’
。

　
以
前
被
二
右
大
臣
宣
一
偲
。
奉
　
レ
勅
。
凡
厭
具
僚
並
応
二
簡
鐸
’
。
既
居
二
禄
位
一
。

　
理
合
二
清
勤
・
。
或
有
下
情
殉
二
賊
私
一
多
違
中
悪
法
上
。
頻
経
二
誠
働
一
。
未
レ
聞
二
俊

　
懲
一
。
泣
レ
事
之
仁
難
三
則
切
二
於
鮮
網
・
刑
レ
故
之
典
誠
不
レ
獲
レ
已
而
為
。
宜
三
態

　
勲
誰
喩
各
令
二
自
扇
一
。
如
猶
違
犯
。
必
盧
二
重
科
’
。

　
　
　
　
　
（
七
九
八
）

　
　
　
　
延
暦
十
七
年
十
月
十
九
日

　

こ
の
よ
う
な
、
時
間
差
あ
る
い
は
地
域
差
に
よ
っ
て
生
じ
る
価
格
差
を
利
用
し
た

官
司
・
官
人
に
よ
る
利
潤
追
求
型
の
交
易
の
例
は
他
に
も
存
在
し
、
吉
田
孝
氏
は
石

山
寺
造
営
事
業
に
関
連
し
た
米
や
小
豆
・
大
豆
・
材
木
の
売
買
を
詳
細
に
追
究
し
て

い

る
〔
吉
田
　
一
九
六
五
〕
。
こ
の
背
景
に
は
、
需
給
関
係
に
基
づ
く
米
価
の
季
節

変
動
〔
青
木
　
一
九
五
六
、
村
尾
　
一
九
六
一
〕
や
、
材
木
な
ど
の
地
域
間
価
格
差

が

あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
官
司
に
よ
る
交
易
に
は
、
佑

価

な
ど
の
経
済
外
強
制
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
経
済
外
強
制
を
伴
う
確
実
な
利
潤
獲
得

行
為
は
、
官
司
だ
か
ら
こ
そ
行
い
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
石
山
寺
造
営
残
材
と
共
に
私
材
の
売
却
も
行
い
、
個
人
的
に
も
利
潤
を
あ

げ

た
ら
し
い
安
都
雄
足
の
交
易
の
場
合
も
、
官
司
の
交
易
に
便
乗
す
る
形
で
行
わ
れ

て

い

る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
官
人
と
い
え
ど
も
、
官
司
に
便
乗

す
る
、
あ
る
い
は
官
司
に
も
利
益
を
も
た
ら
す
よ
う
な
形
で
な
け
れ
ば
、
利
潤
追
求

を
正
当
化
で
き
な
か
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
史
料
4
の
よ
う
な
官
物
の
損
害
を
伴
う
官
人
の
交

易
は
禁
制
の
対
象
に
な
っ
た
。
で
あ
る
と
同
時
に
、
史
料
4
で
は
「
柾
規
二
利
潤
’
。

轟
レ
民
害
レ
政
」
こ
と
自
体
も
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
官
人
が
交
易
そ
の
も
の
で
利

潤
を
あ
げ
、
個
人
的
な
利
得
を
図
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
奨
励
さ
れ
る
べ
き
行
為

で
は

な
か
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の

よ
う
に
日
本
古
代
社
会
に
は
、
身
分
動
機
の
交
易
者
と
利
潤
動
機
の
交
易

者
が
存
在
す
る
こ
と
。
そ
し
て
利
潤
動
機
の
交
易
者
で
商
行
為
を
生
業
と
す
る
者
、

す
な
わ
ち
商
人
は
一
般
に
社
会
的
身
分
が
低
く
、
ま
た
零
細
な
規
模
の
も
の
が
多
か

っ

た
こ
と
。
官
人
の
よ
う
に
、
本
来
は
身
分
動
機
で
交
易
を
行
う
べ
き
者
が
、
利
潤

動
機
の
交
易
を
行
う
こ
と
は
ま
ま
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
問
題
視
さ
れ
る

傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
で
き
る
。

　

た
だ
し
、
日
本
古
代
に
お
け
る
商
人
の
地
位
・
身
分
は
、
中
国
の
よ
う
に
イ
デ
オ

ロ

ギ

ー
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
吉
田
氏
は
、
日
本
で
は
官
人
の
商
行
為
に
関
し
て
寛
大
で
あ
っ
た
こ
と
、

商
業
に
対
す
る
儒
教
的
蔑
視
思
想
が
定
着
し
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
〔
吉
田

一
九

六

五
〕
。
『
日
本
霊
異
記
』
で
語
ら
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
平
安
期
の
販
婦

（市
女
）
や
「
あ
き
人
」
が
賎
し
い
階
級
と
見
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
〔
西
岡
　
一

九

二

五
〕
、
商
人
が
蔑
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
商
人
の
地

位
が
制
度
的
に
低
く
抑
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
は
、
も
と
も
と
の
社
会
的
地
位

が
低
く
経
済
力
も
小
さ
い
が
ゆ
え
に
、
原
初
的
な
商
行
為
を
主
た
る
生
業
と
せ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
ろ
う
。

　

す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う
な
古
代
の
零
細
な
商
人
は
、
大
規
模
な
商
業
を
展
開
す
る

ほ
ど
の
資
本
を
ま
だ
蓄
積
し
て
お
ら
ず
、
逆
に
富
裕
で
社
会
的
地
位
の
高
い
階
層
は
、

継
続
的
な
交
易
・
販
売
行
為
で
利
潤
を
求
め
る
商
業
に
は
乗
り
出
し
て
い
な
か
っ
た
。
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次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
王
臣
家
等
の
交
易
活
動
の
本
質
は
物
資
・
貨
幣
調
達
に
あ

っ

た

と
み
た
方
が
よ
く
、
先
に
見
た
官
人
に
よ
る
利
潤
追
求
行
為
も
一
回
性
が
強
い
。

い

ず
れ
に
し
て
も
、
生
業
・
産
業
と
し
て
の
商
業
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
商
業
の
構
造
そ
の
も
の
が
い
ま
だ
未
熟
な
段
階
に
あ
っ
た
た
め
、
社
会
的
な

勢
力
と
し
て
の
富
裕
な
商
人
階
層
が
古
代
社
会
に
は
存
在
し
え
ず
、
ま
た
商
人
蔑
視

思
想
を
体
系
化
す
る
必
要
さ
え
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の

よ
う
な
日
本
古
代
社
会
に
お
け
る
状
況
は
、
交
易
者
の
動
機
に
関
す
る
ポ

ラ
ン
ニ
ー
の
指
摘
に
大
枠
と
し
て
合
致
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
次
章
以

下

で

は
、
日
本
古
代
の
交
易
者
に
つ
い
て
、
個
々
の
目
的
や
動
機
に
着
目
し
た
再
検

討
を
試
み
て
み
た
い
。

②
官
司
・
王
臣
家
の
交
易

　
（
1
）
飯
高
息
足
の
交
易
活
動

　
飯
高
息
足
の
交
易
活
動
は
、
畿
内
と
畿
外
を
結
ぶ
遠
距
離
交
易
と
し
て
栄
原
氏
が

取
り
上
げ
た
事
例
の
一
つ
で
、
そ
の
経
緯
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
天
平
宝
字
六
（
七
六
二
）
年
十
二
月
十
六
日
、
奉
写
二
部
大
般
若
経
所
が
、
同
経

二

部
一
二
〇
〇
巻
に
必
要
な
経
費
を
実
物
で
要
求
す
る
（
「
奉
写
二
部
大
般
若
経
用

度
解
案
」
）
。
こ
れ
に
対
し
て
十
九
日
、
節
部
省
は
調
綿
一
万
六
〇
四
〇
屯
ほ
か
を
、

写
経
所
に
支
給
し
た
（
「
二
部
般
若
雑
物
納
帳
」
）
。
調
綿
は
貨
幣
体
系
の
一
部
で
あ

り
〔
中
村
二
〇
〇
〇
〕
、
こ
れ
も
経
費
、
す
な
わ
ち
貨
幣
と
し
て
政
府
か
ら
支
給
さ

れ

た
と
み
て
よ
い
が
、
実
際
に
は
写
経
事
業
に
必
要
と
な
る
多
様
な
物
資
を
購
入
す

る
た
め
の
普
遍
的
な
貨
幣
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
機
能
し
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
た
め
翌
二
十
日
、
写
経
所
は
、
官
人
た
ち
に
綿
を
売
却
さ
せ
、
諸
物
資
購
入

に
用
い
る
銭
貨
を
調
達
す
る
方
針
を
出
す
（
「
売
料
綿
下
帳
」
お
よ
び
「
売
料
綿
井

用
度
銭
下
帳
」
）
。
こ
れ
は
写
経
所
官
人
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
、
翌
年
二
月
ま
で
の
間

に
実
行
さ
れ
た
が
、
な
か
に
は
交
易
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
官
人
も
い
た
。

　

天
平
宝
字
七

年
二
月
二
十
九
日
、
飯
高
息
足
は
、
綿
一
屯
当
た
り
の
単
価
を
六
五

文
か

ら
六
〇
文
に
引
き
下
げ
る
こ
と
、
不
足
分
は
墾
田
地
子
で
後
納
す
る
こ
と
を
要

請
し
（
「
飯
高
息
足
状
」
）
、
翌
三
十
日
、
三
〇
〇
屯
分
の
代
金
の
う
ち
十
四
貫
を
納

入

し
た
（
「
売
料
綿
下
帳
」
）
。
し
か
し
こ
の
納
入
金
額
は
、
一
屯
当
た
り
四
六
・
七

文

に
し
か
な
っ
て
い
な
い
。
そ
し
て
、
一
ヶ
月
後
の
三
月
三
十
日
、
息
足
は
四
貫
九

〇

〇

文
を
追
加
納
入
す
る
（
「
売
料
綿
下
帳
」
）
。
こ
の
結
果
、
一
屯
当
た
り
の
納
入

金
額
は
六
三
文
と
な
っ
た
。

　

以
上
の

経
緯
か
ら
栄
原
氏
は
、
こ
の
時
割
り
当
て
を
受
け
た
者
は
、
交
易
能
力
が

あ
る
と
写
経
所
か
ら
認
定
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
こ
と
。
飯
高
息
足
は
、
も
し
一
屯
当

た
り
六
五
文
以
上
で
売
却
で
き
れ
ば
、
そ
の
利
益
を
入
手
す
る
可
能
性
を
つ
か
ん
だ

が
、
結
局
の
と
こ
ろ
利
益
を
上
げ
る
の
に
失
敗
し
た
こ
と
。
息
足
は
、
伊
勢
か
ら
中

央

に
出
身
し
て
下
級
官
人
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
家
人

や
奴
卑
を
利
用
し
て
、
外
国
に
往
来
す
る
「
遠
距
離
交
易
」
を
行
っ
て
い
た
こ
と
。

彼

ら
の
「
遠
距
離
交
易
」
は
、
中
央
の
交
易
活
動
と
副
次
的
に
連
結
し
て
お
り
、
全

体
と
し
て
中
央
官
衙
財
政
に
従
属
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
を
指
摘
し
た
。

　

し
か
し
、
息
足
が
利
潤
を
目
的
と
し
て
交
易
を
行
っ
た
と
す
る
見
方
に
は
賛
同
で

き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
た
と
え
「
売
料
綿
下
帳
」
な
ど
に
見
え
る
最
高
単
価
で
あ

る
屯
別
七
〇
文
で
売
却
し
、
屯
当
た
り
五
文
の
利
益
を
上
げ
た
と
し
て
も
、
息
足
が

あ
げ
う
る
利
益
は
全
体
で
一
貫
五
〇
〇
文
に
と
ど
ま
る
。
一
方
、
後
に
彼
は
、
墾
田

地
子

を
用
い
て
不
足
分
四
貫
九
〇
〇
文
を
一
括
で
補
填
し
て
い
る
。
こ
の
落
差
は
、

息
足
が
綿
の
交
易
を
請
け
負
っ
た
動
機
に
つ
い
て
疑
問
を
抱
か
せ
よ
う
。

　
伊
勢
国
飯
高
郡
の
郡
領
氏
族
に
連
な
り
、
不
足
分
約
五
貫
文
を
墾
田
地
子
か
ら
融

通
・
進
上
し
う
る
息
足
と
そ
の
一
族
に
と
っ
て
、
一
貫
五
〇
〇
文
の
利
潤
が
交
易
の

主

た
る
動
機
に
な
っ
た
と
は
考
え
が
た
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
足
が
出
た
の
は

誤
算
だ
ろ
う
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
む
し
ろ
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
指
摘
す
る
身
分
動
機
の

交
易
で
あ
り
、
写
経
所
官
人
の
業
務
の
一
つ
と
し
て
綿
の
売
却
を
引
き
受
け
た
と
把

握
す
べ
き
で
あ
る
。
多
く
の
写
経
所
官
人
が
屯
別
六
〇
文
程
度
で
の
交
易
を
行
っ
て
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い

る
な
か
、
当
初
屯
別
六
五
文
で
安
請
け
合
い
し
た
こ
と
自
体
、
よ
り
多
く
の
銭
貨

を
も
た
ら
す
こ
と
で
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
息
足
の
動
機
を
窺
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

　
以
上
の
点
か
ら
彼
ら
の
交
易
は
、
従
属
ど
こ
ろ
か
、
写
経
所
業
務
の
一
環
と
み
る

方
が
正
し
く
、
官
司
に
よ
る
物
資
調
達
（
こ
の
場
合
は
、
予
算
執
行
に
必
要
な
銭
貨

の

調
達
）
を
目
的
と
し
た
交
易
活
動
の
一
類
型
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

　
（
2
）
長
屋
王
家
の
交
易
活
動

　
舘
野
和
己
氏
は
、
い
わ
ゆ
る
長
屋
王
家
木
簡
中
の
「
店
」
「
西
店
」
の
記
載
が
見

え
る
木
簡
に
着
目
し
、
そ
の
「
店
」
の
機
能
・
性
格
を
分
析
し
て
、
次
の
点
な
ど
を

指
摘
し
た
〔
舘
野
　
一
九
九
七
〕
。
①
大
量
の
米
を
進
上
し
て
い
る
点
か
ら
、
蓄
積
・

貯
蔵
機
能
を
有
す
る
。
②
近
志
呂
（
終
）
五
百
隻
を
交
易
（
購
入
）
し
て
進
上
し
て

い

る
点
か
ら
、
交
易
活
動
を
行
う
場
で
あ
っ
た
。
③
飯
・
酒
と
銭
貨
と
を
交
易
し
て

い

る
（
木
簡
A
～
D
）
が
、
飯
等
を
「
店
物
」
と
表
記
す
る
こ
と
、
記
載
内
容
や
形

状
が
銭
の

付
け
札
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
飯
や
酒
を
販
売
し
て
い
た
。

　
以
上
の

点
な
ど
か
ら
舘
野
氏
は
、
長
屋
王
家
は
御
田
等
の
収
穫
物
を
用
い
た
交
易

で
、
収
益
を
図
っ
て
い
た
こ
と
。
「
店
」
は
、
物
資
の
貯
蔵
、
余
剰
生
産
物
の
販
売
、

必
要

物
資
の
購
入
と
い
っ
た
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
、
長
屋
王
家

で

は
、
販
売
を
前
提
と
し
た
生
産
も
行
わ
れ
て
い
た
と
も
推
測
す
る
。

A
・
＋
百
四
日
店
鑑
粋
鵠
別
笥
支

・

酒
五
斗
辛
為
鋤
亘
冊
斐

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
飯
力
〕
〔
笥
力
〕

B
・
±
月
晋
店
物
麗
什
聖

・

酒
五
斗
直
五
十
文

　
　

　
口
口
口
口
四
文
［
U

　
　
　
　
〔
百
冊
力
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
〔
飯
力
〕

C
・
十
一
月
六
日
店
物
口
六
十
七

　
・
［
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
［
　
　
　
　
山

D
・
十
一
月
八
日
店
物
酒
四
斗
上

口
直
冊
五
文
皿

　
ま
た
櫛
木
謙
周
氏
は
、
こ
の
「
店
」
を
含
め
て
、
長
屋
王
家
の
交
易
活
動
や
消
費
、

労
働
力
編
成
と
そ
の
対
価
な
ど
に
つ
い
て
分
析
を
加
え
て
い
る
〔
櫛
木
　
二
〇
〇
一
、

a
〕
。
そ
の
論
点
は
多
岐
に
わ
た
る
た
め
、
本
稿
に
関
連
す
る
指
摘
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う
に
な
る
。

　
①
片
岡
御
薗
で
疏
菜
を
交
易
進
上
し
て
お
り
、
余
剰
物
の
売
却
の
可
能
性
を
含
め
、

御
薗
等
で
も
交
易
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
購
入
の
対
価
に
は
銭
貨
が
用
い
ら
れ
た
。

②
御
薗
で
の
交
易
事
例
、
津
に
お
け
る
集
積
拠
点
の
存
在
、
諸
国
で
の
交
易
入
手
品

な
ど
か
ら
、
流
通
・
交
易
拠
点
が
京
外
に
も
広
範
囲
に
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

③
直
轄
地
で
の
労
働
力
や
、
そ
こ
か
ら
の
物
資
輸
送
に
は
、
雇
傭
労
働
が
広
範
に
用

い

ら
れ
、
そ
の
対
価
に
は
常
布
や
銭
貨
が
用
い
ら
れ
た
。
④
「
店
」
を
拠
点
と
し
た

交

易
活
動
、
特
に
販
売
活
動
の
存
在
か
ら
、
自
給
自
足
的
な
家
産
経
済
の
イ
メ
ー
ジ

は
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
点
な
ど
か
ら
櫛
木
氏
は
、
長
屋
王
家
の
経
営
・

生

産
・
交
通
・
交
易
な
ど
の
活
動
に
お
い
て
、
交
換
経
済
に
依
存
す
る
局
面
が
意
外

に

大
き
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

こ
れ
ら
長
屋
王
家
に
お
け
る
交
易
活
動
や
交
換
経
済
と
の
接
触
事
例
の
な
か
で
、

本
稿
の
視
角
か
ら
最
も
問
題
と
な
る
の
は
、
「
店
」
等
に
お
け
る
販
売
行
為
で
あ
る
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
官
司
や
王
臣
家
に
関
わ
っ
て
現
象
す
る
交
易
は
原
則
と
し
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て

獲
得
型
交
易
で
あ
り
、
利
潤
を
目
的
と
は
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で

あ
る
。
こ
の
販
売
行
為
を
除
け
ば
長
屋
王
家
の
交
易
は
、
必
要
と
す
る
物
資
や
労

働
力
の
調
達
行
為
と
し
て
十
分
に
理
解
で
き
る
。

　

そ
れ
で
は
、
長
屋
王
家
の
販
売
行
為
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
。
ま
ず
櫛
木

氏
が
推

測
す
る
御
薗
等
で
の
売
却
行
為
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
櫛
木
氏
自
身
が
述
べ
る

よ
う
に
明
証
は
な
い
。
ま
た
購
入
を
示
す
木
簡
も
決
し
て
多
く
は
な
く
、
日
常
的
に

売
買
が
行
わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
。
や
は
り
御
薗
な
ど
で
行
わ
れ
る
交
易
は
、

そ
の
地
で
は
生
産
で
き
な
い
も
の
を
、
周
辺
地
域
か
ら
入
手
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た

の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
一
方
、
「
店
」
に
お
い
て
酒
食
を
販
売
し
銭
貨
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
木
簡
の
記

載
内
容
や
形
状
の
考
証
か
ら
明
ら
か
と
い
え
る
。
し
か
も
、
日
付
が
近
接
す
る
複
数

の
木
簡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
販
売
さ
れ
た
酒
は
長
屋
王
家
の
醸
造
部
局
で

造

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
か
ら
、
継
続
的
な
販
売
事
業
と
し
て
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
販
売
活
動
は
営
利
を
求
め
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
結
論
か

ら
述
べ
る
と
、
巨
大
な
家
産
経
済
を
有
す
る
長
屋
王
家
の
な
か
で
、
収
益

と
呼
べ
る
ほ
ど
の
利
潤
は
あ
が
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
酒
の
醸
造
は

原
価
を
計
算
す
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
飯
に
つ
い
て
試
算
を
行
っ
て
み
る
。

　
ま
ず
、
穀
六
升
は
銭
一
文
で
あ
る
（
『
続
日
本
紀
』
和
銅
四
年
五
月
己
未
条
）
。
ま

た
穀
六
升
は
、
米
に
す
る
と
三
升
に
な
る
（
『
拾
介
抄
』
下
第
二
四
算
位
部
）
。
す
な

わ
ち
原
価
は
米
三
升
‖
銭
一
文
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
「
店
」
の
販
売

単
位
は
「
笥
」
で
、
飯
一
笥
1
1
銭
一
文
で
販
売
し
て
い
る
こ
と
が
、
木
簡
A
・
B
か

ら
分
か
る
。
関
根
真
隆
氏
に
よ
る
と
、
笥
の
実
例
と
し
て
一
升
が
あ
り
、
大
笥
で
五

升
く
ら
い
、
小
笥
で
そ
の
約
半
分
と
い
う
〔
関
根
　
一
九
六
九
〕
。
大
笥
で
は
逆
ざ

や

に
な
る
の
で
、
こ
れ
は
あ
り
得
な
い
。
仮
に
小
笥
と
し
、
一
笥
あ
た
り
二
・
五
升

と
仮
定
し
て
コ
ス
ト
を
計
算
し
て
み
る
。

　
木
簡
の
実
例
に
近
い
一
日
当
た
り
飯
九
〇
笥
を
売
る
と
す
る
と
、
売
上
高
は
飯
一

笥
1
1
銭
一
文
だ
か
ら
、
九
〇
文
で
あ
る
。
↓
方
、
飯
九
〇
笥
の
た
め
に
は
米
二
二
五

升
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
米
は
三
升
で
銭
一
文
で
あ
る
か
ら
、
原
価
は
七
五
文
と
な

る
。
そ
の
差
は
、
わ
ず
か
に
一
五
文
。
し
か
も
、
こ
れ
は
粗
利
益
で
あ
っ
て
、
労
働

対
価
や
輸
送
コ
ス
ト
が
他
に
必
要
と
な
る
。
こ
れ
が
一
笥
1
1
一
升
で
あ
れ
ば
、
粗
利

益

は
六
〇
文
に
ま
で
上
昇
す
る
が
、
そ
の
他
経
費
を
差
し
引
く
と
、
や
は
り
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
利
潤
は
見
込
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
利
潤
は
、
巨
大

な
経
済
規
模
を
持
つ
長
屋
王
家
の
な
か
で
は
、
微
々
た
る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な

い
。

　

酒

に
つ
い
て
も
、
正
倉
院
文
書
に
見
え
る
天
平
勝
宝
～
天
平
宝
字
年
間
の
一
升
当

た
り
二
～
一
七
文
（
二
文
は
一
例
の
み
で
、
五
、
六
文
か
ら
一
〇
文
前
後
の
場
合
が

多
い
）
に
比
べ
る
と
、
酒
一
升
1
1
銭
一
文
と
い
う
の
は
十
分
に
安
い
。
し
た
が
っ
て
、

こ
ち
ら
も
大
き
な
利
潤
は
望
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
長
屋
王
家
は
、
こ
の
よ
う
に
さ
し
た
る
収
益
を
見
込
め
な
い
販
売

事
業
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
述
べ
る
と
、
長
屋
王
家
は

販
売
事
業
を
通
し
て
、
銭
貨
を
調
達
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
る
。
櫛
木
氏
が
指
摘
す

る
よ
う
に
、
長
屋
王
家
の
物
資
購
入
や
雇
傭
労
働
の
対
価
に
は
常
布
や
銭
貨
、
す
な

わ
ち
貨
幣
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
長
屋
王
家
で
は
、
そ
の
巨
大
な
家
産
経
済

を
維
持
す
る
た
め
に
、
直
轄
地
で
生
産
・
自
給
し
う
る
農
産
物
な
ど
だ
け
で
な
く
、

貨
幣
を
必
要
と
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
銭
貨
鋳
造
権
は
有
さ
な

い
の

で
、
長
屋
王
家
に
と
っ
て
銭
貨
は
外
部
か
ら
獲
得
せ
ざ
る
を
え
な
い
も
の
の
一

つ

と
な
る
。
そ
の
獲
得
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
交
易
を
行
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
販
売
事
業
に
お
け
る
長
屋
王
家
の
関
心
は
、
利

潤
1
1
収
益
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
調
達
で
き
る
銭
貨
の
量
n
売
上
高
に
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
ま
た
酒
食
販
売
事
業
の
目
的
が
銭
貨
調
達
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
長
屋
王
家
に
お
け

る
「
店
」
の
主
た
る
機
能
や
性
格
を
統
一
的
に
把
握
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
す
な

わ
ち
、
都
城
に
お
い
て
流
通
経
済
と
接
触
す
る
た
め
の
拠
点
で
あ
り
、
銭
貨
も
含
め

て
、
長
屋
王
家
が
必
要
と
す
る
物
資
・
貨
幣
を
交
易
に
よ
っ
て
調
達
す
る
部
局
で
あ
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る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
販
売
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
終
の
交
易
進
上
と
い
っ
た
物
品
の

調
達
も
行
っ
て
い
る
の
だ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
銭
貨
も
終
も
、
交
易
に
よ
っ
て
調
達

し
、
進
上
す
べ
き
も
の
と
し
て
全
く
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
製
造
販
売
事
業
の
み
を
取
り
上
げ
て
、
産
業
と
し
て
の
商
業
を
営
ん
で
い

る
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
や
は
り
そ
の
本
質
は
、
長
屋
王
が
交
易
主
体
、
「
店
し

の

勤
務
者
が
身
分
動
機
の
交
易
従
事
者
と
な
る
、
官
司
や
王
臣
家
の
交
易
活
動
に
共

通
す
る
獲
得
型
交
易
の
一
種
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

た
だ
し
、
長
屋
王
家
に
お
け
る
交
換
経
済
と
の
接
触
の
意
義
を
軽
視
す
る
こ
と
も

で

き
な
い
。
櫛
木
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
家
政
運
営
の
な
か
で
、
貨
幣
を
使
用
し

た
交
易
や
雇
傭
に
依
存
す
る
局
面
は
意
外
に
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
特
に
国
家
が
発

行
権
を
独
占
す
る
銭
貨
の
導
入
以
後
、
諸
王
臣
家
に
共
通
す
る
現
象
と
し
て
立
ち
現

れ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
か
ら
流
通
経
済
と
全
く
接
触
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た

経
営
体
な
ど
存
在
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
銭
貨
の
導
入
は
、
そ
の
自
給
自
足
の
可
能

性

さ
え
断
ち
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
必
需
品
た
る
銭
貨
を
外
部
か
ら

調
達
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
銭
貨
を
用
い
な
け
れ
ば
、
円
滑
な
家
政
運
営
が
難
し
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
は
や
王
臣
家
と
い
え
ど
も
、
流
通
経
済
と

の
接
触
な
し
に
経
営
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
な
り
、
そ
の
傾
向
は
加
速
す
る
］
方
で

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
長
屋
王
家
は
、
酒
食
販
売
事
業
を
行
っ
て
ま
で

銭
貨
を
調
達
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
最

後
に
、
「
西
店
」
の
位
置
に
つ
い
て
私
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
筆
者
は
、
先

に
み
た
「
店
」
の
機
能
・
性
格
か
ら
、
西
市
の
近
辺
と
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
舘
野
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
長
屋
王
や
そ
の
近
親
者
が
、
市
の
内

部
に
「
店
」
を
置
い
た
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
皇
親
や
五
位
以
上
の
官
人
は
、

市
に
市
騨
を
置
く
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
舘
野
氏
は
、
王

家
内
で
醸
造
し
た
酒
を
販
売
し
た
点
か
ら
京
内
、
し
か
し
独
立
的
な
性
格
も
有
す
る

の

で
王
邸
か
ら
は
離
れ
た
位
置
、
そ
し
て
「
西
店
」
と
い
う
名
称
か
ら
王
邸
の
西
方

に
位
置
し
た
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、
東
西
市
以
外
の
場
所
に
単
独
の
店
舗
が
あ
っ
た

こ
と
も
想
定
す
べ
き
と
す
る
。
し
か
し
、
先
の
よ
う
に
「
店
」
を
必
要
物
資
調
達
の

機

関
と
位
置
づ
け
て
み
た
場
合
、
市
か
ら
離
れ
た
単
独
の
店
舗
と
い
う
の
は
考
え
に

く
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
物
を
売
る
だ
け
で
な
く
、
買
い
付
け
る
必
要
も
あ
る

か

ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
流
通
す
る
物
資
や
そ
の
価
格
な
ど
を
モ
ニ
タ
ー
し
、
時
と
場

合

に
よ
っ
て
必
要
性
や
流
通
状
況
が
変
化
す
る
物
資
・
貨
幣
を
調
達
す
る
た
め
に
は
、

都
城

に
お
け
る
流
通
経
済
の
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
東
西
市
の
近
辺
に
配
置
す
る
こ
と
が

望

ま
し
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
点
か
ら
、
例
え
ば
相
模
国
調
邸
の
よ
う
に
、

東
西
市
の
近
辺
に
「
店
」
を
置
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
「
西
店
」
と
い
う

名
称
も
、
単
に
西
方
に
位
置
す
る
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
西
市
を
担
当
す
る

「店
」
と
解
釈
す
る
こ
と
で
、
よ
り
明
瞭
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

③
畿
内
に
お
け
る
地
方
豪
族
層
の
交
易
活
動

　
（
1
）
漆
部
直
伊
波
の
交
易
と
そ
の
拠
点

　
漆

部
直
伊
波
は
、
天
平
二
〇
（
七
四
八
）
年
二
月
、
　
東
大
寺
に
商
布
二
万
段
を

献
物

し
、
従
七
位
下
か
ら
外
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
（
『
続
日
本
紀
』
『
東
大
寺
要

録
』
）
。
以
後
、
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）
年
三
月
の
佐
渡
守
任
官
を
皮
切
り
に
中
央

官
職
お
よ
び
国
司
を
歴
任
し
、
天
平
宝
字
八
年
一
〇
月
に
従
五
位
下
、
神
護
景
雲
二

（七
⊥
ハ
八
）
年
二
月
に
は
相
模
宿
禰
の
氏
姓
を
賜
る
と
同
時
に
、
相
模
国
造
に
任
じ

ら
れ
た
。

　
漆
部
伊
波

に
つ
い
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
難
波
に
土
地
を
有
し
て
い
た
と
み
ら
れ

る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
天
平
勝
宝
四
（
七
五
二
）
年
正
月
、
東
大
寺
は
安
宿
王

か

ら
難
波
荘
（
三
町
六
段
二
四
九
歩
）
を
買
得
し
た
が
、
天
平
宝
字
四
（
七
六
〇
）

年
二
月
に
は
新
薬
師
寺
に
三
町
一
段
一
二
九
歩
を
売
却
す
る
（
「
摂
津
国
家
地
売

買
公
験
案
」
）
。
買
得
時
と
売
却
時
の
面
積
差
五
段
一
二
〇
歩
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間

に
漆
部
伊
波
が
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
大
谷
一
九
七
九
〕
。

　

こ
の
漆
部
伊
波
の
事
例
お
よ
び
史
料
5
か
ら
栄
原
氏
は
、
地
方
豪
族
に
よ
る
対
畿
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内
遠
距
離
交
易
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
把
握
す
る
。

（史
料
5
）
『
続
日
本
紀
』
和
銅
七
年
二
月
甲
寅
条

　
　
制
。
以
二
商
布
二
丈
六
尺
一
為
レ
段
。
不
レ
得
レ
用
レ
常
。
如
有
下
蓄
二
常
布
一
。
自
擬
二

　
　
産
業
・
者
上
。
今
年
十
二
月
以
前
。
悉
売
用
畢
。
或
貯
積
梢
多
。
出
売
不
レ
尽
者
。

　

便
納
二
官
司
一
与
和
価
。
或
限
外
売
買
。
没
為
二
官
物
・
。
有
二
人
糺
告
一
。
皆
賞
二

　

告
者
・
。
其
帯
レ
関
国
司
。
商
旅
過
日
。
審
加
二
勘
捜
一
。
附
レ
使
言
上
。

　

ま
ず
第
一
に
、
史
料
5
に
見
え
る
「
商
旅
」
は
、
在
地
に
お
け
る
大
量
の
商
布
蓄

積
を
前
提
に
中
央
ー
地
方
間
を
交
易
し
、
東
西
市
に
「
出
螂
興
販
」
し
た
人
々
の
存

在
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
漆
部
伊
波
は
、
二
万
段
も
の
商
布
を
献
物
し
て
い
る
こ

と
か
ら
み
て
、
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
、
そ
の
発
展
し
た
後
身
と
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　
第
二
に
、
漆
部
直
伊
波
は
相
模
国
出
身
で
あ
り
、
か
つ
国
造
家
の
一
員
で
あ
る
可

能
性
が
高
い
。
彼
の
交
易
は
、
中
央
と
の
結
び
つ
き
を
有
し
つ
つ
在
地
に
盤
鋸
す
る

一
族
の
勢
力
を
背
景
に
、
ま
ず
相
模
国
と
中
央
を
結
ぶ
形
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
交
易

は
、
中
央
の
官
僚
機
構
に
入
り
込
む
以
前
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
中
央
官
人
化
し
た

後
も
継
続
さ
れ
て
い
た
。

　
第
三
に
、
漆
部
直
伊
波
が
難
波
堀
江
に
面
し
て
土
地
を
確
保
し
た
の
は
、
交
易
の

必
要
か
ら
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
彼
は
、
京
と
難
波
と
い
う
「
中
央
交
易
圏
」

の

二
大

中
心
地
に
拠
点
を
持
ち
、
西
日
本
へ
と
広
が
る
瀬
戸
内
海
水
運
を
も
視
野
に

入
れ

た
交
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

　

そ
し
て
栄
原
氏
は
、
伝
統
的
な
地
方
豪
族
に
と
っ
て
「
遠
距
離
交
易
」
は
、
私
富

蓄
積
の
一
手
段
で
あ
る
と
と
も
に
、
動
揺
し
つ
つ
あ
る
自
ら
の
在
地
支
配
を
、
経
済

的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
補
強
す
る
役
割
を
も
果
た
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
結
論

を
導
く
。

　
以
上
の

よ
う
な
栄
原
氏
の
見
解
に
基
本
的
に
同
意
す
る
が
、
こ
こ
で
は
、
ポ
ラ
ン

ニ

ー
の
指
摘
か
ら
考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
点
を
補
足
し
て
み
た
い
。

　

ま
ず
彼
は
、
難
波
に
ヤ
ケ
や
倉
を
備
え
た
で
あ
ろ
う
土
地
を
所
有
す
る
、
地
方
の

富
裕
な
豪
族
層
に
属
し
、
後
に
は
中
央
官
人
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
自
身
が
直

接
交
易
に
従
事
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ま

り
彼
自
身
は
、
お
そ
ら
く
は
ミ
ニ
王
臣
家
と
も
い
う
べ
き
交
易
主
体
で
あ
っ
て
、
実

際
の
交
易
は
、
難
波
の
ヤ
ケ
な
ど
に
組
織
さ
れ
た
彼
の
配
下
が
行
っ
て
い
た
と
想
定

さ
れ
る
。

　

ま
た
、
豪
族
に
よ
る
私
富
の
蓄
積
は
、
基
本
的
に
は
在
地
に
お
け
る
収
奪
に
よ
っ

て

行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
純
経
済
的
な
意
味
で
の
私
富
蓄
積
は
、

彼

ら
が
積
極
的
に
交
易
を
行
う
動
機
に
な
る
と
は
言
い
難
い
。
彼
ら
は
、
交
易
を
行

わ

ず
と
も
、
在
地
で
は
十
分
に
富
裕
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
彼
ら
が
交
易
を
行
っ
て
い
た
の
は
、
東
国
で
は
入
手
し
え
な
い
文
物
を
、
畿

内
等
で
獲
得
す
る
こ
と
に
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し

て

自
ら
の
産
品
の
販
売
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
手
段
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ

に
、
彼
が
難
波
に
拠
点
を
置
い
た
意
味
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
京

や

難
波
に
は
、
畿
内
産
の
物
資
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
西
国
、
さ
ら
に
は
唐
・
新
羅

産
の
文
物
が
集
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
地
元
で
蓄
積
し
た
私
富
を
「
消

費
」
し
て
、
畿
内
・
西
国
・
外
国
産
の
文
物
を
購
入
す
る
こ
と
、
そ
こ
に
主
眼
を
置

い
て

交
易
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
（
2
）
京
・
難
波
と
交
易
者

　
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
七
話
は
、
備
後
国
三
谷
郡
大
領
の
先
祖
が
弘
済
禅
師
を

迎
え
て
三
谷
寺
を
造
る
話
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
、
禅
師
が
仏
像
を
造
る
た
め
に
京

に
上
っ
て
財
を
売
り
、
金
丹
等
を
買
得
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
る
。
ま
た
中
巻

第
六
話
に
は
、
山
背
国
相
楽
郡
の
人
が
法
華
経
を
入
れ
る
箱
を
作
る
た
め
、
四
方
に

人

を
派
遣
し
て
白
檀
・
紫
檀
を
探
し
、
こ
れ
を
諾
楽
の
京
で
入
手
す
る
話
が
見
え
る
。

　
一
方
、
史
料
6
か
ら
は
、
西
海
道
の
官
人
・
百
姓
・
商
旅
が
草
野
・
国
埼
・
坂
門

21



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第113集2004年3月

等
の
津
か
ら
船
で
任
意
に
産
物
を
輸
送
し
て
お
り
、
天
平
一
八
（
七
四
六
）
年
に
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
禁
断
し
た
が
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ
ら
の
人
々
は
、

こ
と
ご
と
く
難
波
に
集
ま
っ
て
い
る
様
相
が
判
明
す
る
。

（史
料
6
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
六
　
舟
瀬
井
浮
橋
布
施
屋
事

　
　
太
政
官
符

　
　
　
応
レ
聴
下
自
二
草
野
国
埼
坂
門
等
津
一
往
斗
還
公
私
之
船
上
事

　
　
右
得
二
大
宰
府
解
｛
侮
。
検
二
案
内
一
。
太
政
官
去
天
平
十
八
年
七
月
廿
一
日
符
侮
。

　
　
官
人
百
姓
商
旅
之
徒
。
従
二
豊
前
国
々
埼
。
坂
門
等
津
一
。
任
レ
意
往
還
檀
漕
二
国

　
　
物
一
。
自
今
以
後
。
厳
加
二
禁
断
一
。
但
豊
後
日
向
等
国
兵
衛
采
女
資
物
漕
コ
送

　
　
人
物
一
船
。
取
二
国
埼
之
津
一
有
二
往
来
一
者
不
レ
在
二
禁
限
・
。
除
レ
此
以
外
。
成
皆

　
　
禁
断
者
。
府
依
二
符
旨
一
重
令
一
禁
制
一
。
上
件
三
津
尚
多
二
好
徒
一
。
旧
来
越
度
不
レ

　
　
得
二
禁
断
・
。
又
難
レ
有
二
過
所
一
而
不
レ
経
二
豊
前
門
司
一
。
如
レ
此
之
徒
成
集
二
難

　
　
波
一
。
望
請
。
便
令
下
二
摂
津
国
司
一
勘
刺
検
過
所
上
。
若
元
二
過
所
井
門
司
勘
過
一

　
　
者
。
依
レ
法
科
断
。
然
則
好
源
自
清
。
越
度
亦
息
。
謹
請
二
　
官
裁
一
者
。
被
二
大

　
　
納
言
正
三
位
紀
朝
臣
古
佐
美
官
二
構
。
奉
　
レ
勅
。
自
今
以
後
。
公
私
之
船
宜
レ

　
　
聴
下
自
二
豊
前
豊
後
三
津
一
往
来
上
。
其
過
所
者
依
レ
旧
府
給
。
当
虚
勘
過
不
レ
可
三

　
　
更
経
二
門
司
一
。
但
承
前
所
レ
禁
不
レ
在
二
聴
限
一
。
長
門
伊
予
等
国
亦
宜
二
承
知
一
。

　
　
　
　
　
（
七
九
六
）

　
　
　
　
延
暦

十
五
年
十
一
月
廿
一
日

　

こ
の
史
料
6
に
は
「
官
人
・
百
姓
・
商
旅
」
と
あ
る
が
、
そ
の
交
易
主
体
は
官
人

お

よ
び
地
方
豪
族
層
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
交
易
に
用
い
る
「
国
物
」
を
、
西

海
道
か
ら
難
波
へ
、
「
任
意
」
に
運
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
交
易
原
資
を
取
り
揃

え
る
に
し
て
も
、
そ
れ
を
難
波
に
輸
送
す
る
手
段
（
船
舶
と
船
員
）
を
確
保
す
る
に

し
て
も
、
そ
れ
を
な
し
う
る
階
層
は
か
な
り
限
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
「
百
姓
・
商

旅
」
と
は
、
郡
司
氏
族
に
属
す
る
が
任
官
し
て
い
な
い
者
、
郡
司
な
ど
に
就
い
て
い

な
い
地
方
豪
族
、
あ
る
い
は
郡
司
な
ど
を
交
易
主
体
と
し
つ
つ
、
そ
の
配
下
と
し
て

実
際
の
交
易
に
従
事
し
て
い
る
者
な
ど
が
、
実
際
に
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
史
料
7
に
見
え
る
よ
う
な
西
海
道
の
交
易
者
・
交
易
主
体
は
、
漆
部
伊
波
と
同
様

に
、
在
地
の
財
や
産
物
を
京
や
難
波
に
持
ち
込
ん
で
売
り
、
必
要
と
す
る
物
資
を
獲

得
し
て
持
ち
帰
る
交
易
を
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
が
獲
得
を
目
指
し

た
物
は
、
金
・
丹
・
白
檀
・
紫
檀
と
い
っ
た
奢
修
品
製
作
に
必
要
な
資
材
や
、
威
信

財

と
な
り
う
る
奢
修
品
そ
の
も
の
、
そ
し
て
在
地
で
の
再
生
産
や
生
産
拡
大
に
必
要

な
資
材
や
物
品
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
、
こ
れ
ら
を
獲
得
し
て
在
地
に
持
ち

込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
富
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
自
ら
の
威
信
を
示
し
、
そ
の
在

地
支
配

を
経
済
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
補
強
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
主
た
る
関
心
は
、
自
ら
の
産
品
を
売
る
こ
と
に
あ
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
つ
こ
い
よ
う
だ
が
、
自
地
域
や
そ
の
周
辺
で
は
生

産
・
獲
得
で
き
な
い
物
品
を
入
手
す
る
た
め
に
、
そ
の
交
換
手
段
に
な
り
そ
う
な
自

ら
の
産
品
を
京
や
難
波
に
持
ち
込
ん
で
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ

は
、
結
果
と
し
て
多
種
多
様
な
物
品
が
京
・
難
波
に
集
ま
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

も
と
も
と
都
城
周
辺
は
、
律
令
国
家
税
制
に
よ
り
、
全
国
の
物
資
が
集
中
す
る
。
そ

の

う
え
に
、
史
料
5
の
「
商
旅
」
や
漆
部
伊
波
は
東
国
の
産
物
を
、
史
料
7
の
官

人
・
百
姓
・
商
旅
は
西
海
道
産
の
物
品
を
、
そ
れ
ぞ
れ
京
や
難
波
に
持
ち
込
ん
だ
の

で

あ
る
。
国
際
交
易
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
物
品
も
、
大
宰
府
周
辺
を
除
け
ば
、

ま
ず
は
京
や
難
波
な
ど
に
持
ち
込
ま
れ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
外
部
産
の
物

品
の
獲
得
を
求
め
た
漆
部
伊
波
ら
が
、
京
や
難
波
に
拠
点
を
構
え
よ
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、
東
国
と
西
国
の
産
物
な
ど
が
こ
れ
ら
の
場
で
交
換
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の

在
地
に
も
た
ら
さ
れ
た
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
京

や

難
波
は
、
東
国
と
西
国
の
よ
う
な
列
島
内
部
に
お
け
る
遠
距
離
地
域
間
の
交
易
・

交
流
の
場
と
も
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、
ま
さ
し
く
全
国
的
な
交
易
・
物
流
の
セ
ン
タ

ー
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
交
易
に
関
す
る
京
や
難
波
と
そ
の
市
等
の
特

質
の
一
つ
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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（
3
）
地
方
豪
族
層
に
よ
る
銭
貨
獲
得

　
一
方
、
地
方
の
豪
族
層
は
、
中
央
で
の
交
易
に
よ
っ
て
、
現
物
だ
け
で
な
く
銭
貨

を
も
多
く
獲
得
し
て
い
た
。
楢
磐
嶋
が
出
挙
銭
三
十
貫
を
も
っ
て
敦
賀
津
で
交
易
し

た
説
話
で
は
、
磐
嶋
の
交
易
相
手
が
、
お
そ
ら
く
は
北
陸
道
の
何
処
か
ら
か
来
た
交

易
者
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
交
易
相
手
は
、
自
ら
の
荷
を
磐
嶋
に

売

る
代
わ
り
に
銭
貨
を
受
け
取
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
ま
た
、
八
世
紀
代
に
み
ら
れ
る
献
銭
叙
位
者
に
は
国
司
や
、
郡
領
な
ど
の
地
方
豪

族
が
多
い
。
彼
ら
が
大
量
の
銭
貨
を
蓄
積
し
得
た
の
は
、
喜
田
氏
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
京
や
難
波
な
ど
で
交
易
を
展
開
し
た
た
め
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
蓄
銭
の
禁

断

お
よ
び
正
税
と
の
交
換
に
よ
る
官
へ
の
銭
貨
収
公
（
史
料
7
）
、
献
銭
叙
位
の
停

止

（史
料
8
）
、
貯
蓄
の
全
面
禁
止
（
史
料
9
）
と
進
ん
で
い
く
献
銭
叙
位
政
策
の

転
換
・
停
止
命
令
の
な
か
で
、
「
外
国
吏
民
多
有
二
貯
蓄
一
。
京
畿
士
庶
還
乏
二
資
用
・
」
、

「股
富
之
民
多
貯
二
銭
貨
一
。
蔵
綴
万
計
或
至
二
腐
燗
一
」
、
「
而
今
畿
外
諸
国
富
豪
之
輩
。

不
レ
慎
二
格
旨
一
猶
事
二
貯
積
こ
と
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
畿
外

諸

国
の
「
吏
民
」
「
富
豪
之
輩
」
が
畿
内
か
ら
大
量
の
銭
貨
を
持
ち
出
し
、
在
地
に

蓄
蔵
し
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

（史
料
7
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
　
禁
制
事

　
　
太
政
官
符

　
　

禁
コ
断
貯
［
レ
銭
夏

　

右
被
二
右
大
臣
官
二
侮
。
奉
　
レ
勅
。
用
レ
銭
之
道
取
二
軽
便
一
。
有
無
均
レ
利
彼
此

　

得
レ
宜
者
也
。
如
聞
。
外
国
吏
民
多
有
二
貯
蓄
一
。
京
畿
士
庶
還
乏
二
資
用
一
。
既

　

乖
二
均
レ
利
之
義
一
。
亦
失
二
得
レ
宜
之
方
一
。
宜
ド
下
二
厳
制
一
不
上
レ
得
二
更
然
一
。

　

所
レ
有
之
銭
尽
皆
納
レ
官
。
仰
用
二
正
税
　
准
レ
価
給
レ
之
。
送
レ
京
之
功
亦
用
二
正

　

税
’
。
如
有
二
蔵
而
不
レ
進
為
レ
他
被
一
レ
告
。
不
レ
論
二
蔭
蹟
一
科
二
違
勅
罪
一
。
五
コ

　

分
其
物
。
一
分
給
二
告
者
一
。
四
分
没
レ
官
。
但
伊
賀
近
江
若
狭
丹
波
紀
伊
等
国

　

不
レ
在
…
禁

限
一
。

　
（
七
九
八
）

延
暦
十
七
年
九
月
廿
三
日

（史
料
8
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
　
禁
制
事

　
　
太
政
官
符

　
　

禁
同
断
民
蓄
二
銭
貨
一
以
求
中
爵
位
上
夏

　
　
右
大
納
言
正
三
位
壱
志
濃
王
宣
。
奉
　
レ
勅
。
頃
年
納
レ
銭
例
叙
二
五
品
一
。
今
聞
。

　

殿
富
之
民
多
貯
二
銭
貨
「
。
蔵
綴
万
計
或
至
二
腐
燗
一
。
是
以
官
府
信
レ
力
無
レ
畷
二

　
　
於
鋳
作
一
。
京
畿
乏
レ
銭
未
レ
布
二
於
民
間
一
。
其
百
姓
納
レ
銭
以
求
二
爵
位
’
。
自
今

　
　
以
後
。
厳
加
二
禁
止
一
。
更
莫
レ
令
レ
然
。

　
　
　
　
　
（
八
〇
〇
）

　
　
　

延
暦
十
九
年
二
月
四
日

（史
料
9
）
『
類
聚
三
代
格
』
巻
十
九
　
禁
制
事

　
　
太
政
官
符

　
　

応
禁
ヰ
制
貯
一
レ
銭
吏

　
　
右
延
暦
十
七
年
九
月
廿
三
日
格
僧
。
右
大
臣
宣
。
奉
　
レ
勅
。
用
レ
銭
之
道
取
二

　

軽
便
一
。
有
無
均
レ
利
彼
此
得
レ
宜
者
也
。
如
聞
。
外
国
吏
民
多
有
二
貯
蓄
一
。
京

　

畿
士
庶
還
乏
二
資
用
一
。
既
乖
二
均
レ
利
之
義
一
。
亦
失
二
得
レ
宜
之
方
一
。
宜
下
下
二
厳

　

制
一
不
上
レ
得
二
更
然
一
。
所
レ
有
之
銭
尽
皆
納
レ
官
。
循
用
二
正
税
一
准
レ
価
給
レ
之
。

　

送
レ
京
之
功
亦
用
二
正
税
　
。
如
有
二
蔵
而
不
レ
進
為
レ
他
被
’
レ
告
。
不
レ
論
二
蔭
蹟
一

　

科
二
違
勅
罪
・
。
五
コ
分
其
物
。
一
分
給
二
告
者
一
。
四
分
没
レ
官
。
但
伊
賀
近
江
若

　

狭
丹
波
紀
伊
等
国
不
レ
在
二
禁
限
一
者
。
而
今
畿
外
諸
国
富
豪
之
輩
。
不
レ
慎
二
格

　

旨
一
猶
事
二
貯
積
一
。
聞
二
其
由
緒
一
。
非
レ
充
二
資
用
一
。
徒
奢
二
富
強
之
名
一
各
争
二

　

聚
集
之
彩
一
。
辺
郡
既
無
二
通
用
之
理
一
。
　
朝
家
永
増
二
鋳
作
之
労
一
。
静
論
二

　

其
費
一
誠
須
二
懲
革
一
。
右
大
臣
宣
。
奉
　
レ
勅
。
宜
下
更
下
二
厳
制
一
一
切
禁
断
上
。

　

其
所
レ
有
之
銭
依
二
先
格
一
行
レ
之
。
若
隠
蔵
不
レ
進
。
科
レ
罪
亦
如
二
先
格
・
。
唯
告

　

言
者
三
分
給
レ
一
。
国
司
伍
須
下
符
到
之
後
冊
箇
日
内
。
勘
斗
録
繊
数
一
専
脚
言
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上
上
。
夫
捜
勘
無
レ
私
言
上
合
レ
期
。
不
レ
論
二
多
少
一
。
特
加
一
褒
擢
一
。
若
乖
寸
違

符
旨
一
延
引
無
レ
申
。
及
許
容
不
レ
勘
為
レ
他
被
レ
告
。
同
処
二
違
勅
罪
’
。
不
二
曽
寛

宥
’
。
又
伊
賀
近
江
等
五
箇
国
。
先
格
已
構
レ
不
レ
在
二
禁
限
・
。
宜
ド
聴
二
其
資
用
・

禁
中
其
貯
蓄
卜
。

　
　
　
（
八
六
七
）

　
　
貞
観
九
年
五
月
十
日

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
地
方
豪
族
層
に
よ
る
銭
貨
蓄
積
は
、
純
経
済
的
な
意
味

で

の

私
富
蓄
積
な
の
だ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
史
料
9
で
は
「
聞
二
其
由
緒
一
。
非
レ

充
’
・
資
用
・
。
徒
奢
二
富
強
之
名
一
各
争
二
聚
集
之
彩
一
。
辺
郡
既
無
二
通
用
之
理
’
」
と

さ
れ
て
お
り
、
禁
制
か
ら
除
外
さ
れ
た
伊
賀
・
近
江
・
若
狭
・
丹
波
・
紀
伊
国
よ
り

外
の
諸
国
で
は
、
銭
貨
が
交
換
手
段
・
支
払
い
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
な
か
っ
た

状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
一
連
の
問
題
が
献
銭
叙
位
の
転
換
・
停
止

政
策
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
蓄
銭
問
題
が
献
銭
叙
位
政

策
と
深
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
物
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
が
銭
貨
を
蓄

え
た
の
は
、
純
経
済
的
な
意
味
で
の
私
富
追
求
で
は
な
く
、
献
銭
に
よ
る
位
階
の
入

手
、
あ
る
い
は
蓄
銭
そ
の
も
の
が
目
的
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
栄
原
氏
は
、
こ
う
い
っ
た
献
物
・
献
銭
叙
位
も
経
済
的
要
因
で
説
明
し
、
「
俸
禄

支

払
い
保
障
に
よ
る
民
間
私
富
の
借
り
入
れ
」
と
定
義
し
た
う
え
で
、
献
物
叙
位
者

の
側
か

ら
見
れ
ば
、
俸
禄
の
総
量
が
献
物
を
超
え
た
分
は
利
得
に
な
る
と
す
る
〔
栄

原
　
一
九
八
四
〕
。
し
か
し
、
南
部
見
氏
ら
が
書
評
で
指
摘
す
る
よ
う
に
七
五
歳
で

献
物
し
た
例
も
あ
り
〔
南
部
ほ
か
一
九
九
二
〕
、
献
物
者
が
俸
禄
に
よ
る
回
収
を
目

的
と
し
た
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
位
階
を
獲
得
す
る
こ
と
で

国
家
や
天
皇
か
ら
在
地
支
配
の
正
当
性
を
認
め
ら
れ
る
、
そ
し
て
そ
れ
を
在
地
に
お

い
て
喧
伝
す
る
こ
と
こ
そ
重
要
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
彼
ら
は
在
地
に
お
い
て
十
分
に
富
裕
な
階
層
に
属
し
、
そ

の

財
力
は
在
地
支
配
に
こ
そ
基
盤
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
位
階
は
、
そ

の

在
地
支
配
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
補
強
す
る
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
に
な
り
う
る
の
で

あ
る
。
ま
た
書
評
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
位
階
を
得
る
こ
と
で
個
々
人
が
精
神
的
満

足
を
覚
え
る
と
い
う
点
も
、
献
物
叙
位
の
重
要
な
動
機
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ

ち
、
彼
ら
に
と
っ
て
位
階
と
は
形
無
き
威
信
財
で
あ
り
、
位
階
そ
れ
自
体
の
入
手

を
目
的
と
し
て
献
物
を
し
た
と
み
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　
お
そ
ら
く
地
方
の
豪
族
層
は
、
律
令
国
家
成
立
以
前
、
あ
る
い
は
銭
貨
導
入
以
前

か

ら
、
奢
修
品
・
威
信
財
や
そ
の
資
材
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
、
畿
内
地
域
で
の
交

易
を
展
開
し
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
献
銭
叙
位
政
策
が
銭
貨
と
位
階
の
互

換
性
を
保
証
し
た
結
果
、
彼
ら
は
、
形
無
き
威
信
財
で
あ
る
位
階
を
入
手
す
る
た
め

に
、
銭
貨
を
獲
得
・
蓄
積
す
る
た
め
の
交
易
活
動
を
も
開
始
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
場
合
、
銭
貨
は
在
地
に
お
い
て
交
換
手
段
・
支
払
い
手
段
と
し
て
は
機
能
し
て

お

ら
ず
、
し
た
が
っ
て
在
地
に
お
け
る
純
経
済
的
な
意
味
で
の
蓄
積
手
段
と
も
な
り

え
な
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
い
っ
た
在
地
に
お
け
る
銭
貨
は
、
位
階
と
の
交
換
手
段

と
い
う
極
め
て
限
定
さ
れ
た
目
的
の
貨
幣
と
し
て
、
あ
る
い
は
位
階
と
の
互
換
性
を

有
す
る
威
信
財
と
し
て
機
能
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
献
銭
叙
位
が
停
止
さ

れ
た

後
も
、
銭
貨
そ
れ
自
体
が
威
信
財
と
し
て
独
自
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
り
、
地

方
豪
族
や
「
富
豪
之
輩
」
は
銭
貨
の
獲
得
と
蓄
蔵
を
や
め
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と

が
で

き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
地
方
豪
族
た
ち
が
銭
貨
を
持
ち
帰
っ
た
交
易
も
ま
た
、

在
地
の
産
品
を
売
っ
て
儲
け
よ
う
と
す
る
行
為
で
は
な
く
、
威
信
財
と
し
て
の
銭
貨

を
獲
得
せ
ん
と
す
る
交
易
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

④
商
人
と
そ
の
展
開

　
（
1
）
奈
良
・
平
安
時
代
の
商
人

　
利
潤
を
目
的
と
し
た
商
人
、
な
い
し
商
人
の
原
型
と
見
な
し
う
る
奈
良
時
代
の
交

易
者
に
は
、
「
遠
距
離
型
行
商
」
・
「
近
距
離
型
行
商
」
・
「
市
人
」
の
三
タ
イ
プ
が
考

え
ら
れ
る
。

　
遠
距
離
型
行
商
は
、
楢
磐
嶋
の
説
話
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
畿
内
と
畿
外
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を
結
ぶ
遠
距
離
交
易
者
で
は
あ
る
が
、
利
潤
を
動
機
と
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
畿
内
か

ら
畿
外
へ
交
易
に
向
か
う
方
向
性
な
ど
か
ら
、
地
方
豪
族
層
の
遠
距
離
交
易
と
は
異

な
る
一
類
型
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
〔
白
石
一
九
九
一
〕
。

　
楢
磐
嶋
は
、
遠
国
の
産
品
な
ど
を
仕
入
れ
て
京
で
販
売
し
、
利
潤
を
上
げ
る
こ
と

を
目
的
し
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
交
易
の
規
模
は
、
「
近
距
離
型
行
商
」
に
比
べ
て

格
段

に
大
き
い
。
し
か
し
同
時
に
、
原
資
を
寺
社
の
出
挙
な
ど
に
頼
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
お
そ
ら
く
は
、
出
挙
を
受
け
る
前
提
と
し
て
仏
教
に
帰
依
す
る
な
ど
の
↓
定
程

度
の
条
件
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
う
い
っ
た
非
経
済
的
な
要
素
も
含
め
て
自
立
性

が
低
い
と
評
価
で
き
る
。
さ
ら
に
、
交
易
で
得
た
利
潤
を
次
の
交
易
の
原
資
と
し
て

回
転
さ
せ
る
よ
う
な
、
そ
の
行
為
が
商
業
と
い
え
る
段
階
に
ま
で
至
っ
て
い
た
か
も

疑
わ
し
い
。

　

こ
の
よ
う
に
奈
良
期
の
遠
距
離
型
行
商
は
、
比
較
的
交
易
規
模
が
大
き
い
も
の
の
、

商
業
と
し
て
は
未
熟
な
要
素
も
内
包
し
て
お
り
、
平
安
後
期
に
成
長
を
見
せ
始
め
る

遠
距
離
交
易
商
人
の
原
型
の
一
つ
と
把
握
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　
奈
良
期
の
近
距
離
型
行
商
は
、
瓜
販
の
人
の
説
話
に
見
え
る
タ
イ
プ
で
、
産
地
で

物
品
を
仕
入
れ
て
消
費
者
な
ど
に
販
売
し
、
利
潤
を
上
げ
る
こ
と
を
目
的
し
た
商
人

と
考
え
ら
れ
る
。
利
潤
の
一
部
を
原
資
と
し
て
、
次
回
の
物
品
を
仕
入
れ
る
と
い
っ

た
行
動
を
始
め
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
自
営
商
人
と
し
て
成
立
し

つ
つ
あ
っ
た
と
見
な
し
う
る
。
た
だ
し
、
説
明
の
内
容
か
ら
み
て
、
そ
の
経
営
規
模

は
極
め
て
零
細
と
判
断
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
近
距
離
型
行
商
は
、
平
安
時
代
の
文
学
作
品
な
ど
に
「
販
夫
」
「
販

女
」
と
し
て
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
〔
西
岡
一
九
二
五
〕
。
し
か
し
、
依
然
と
し

て

零
細

で
、
な
お
か
つ
社
会
的
地
位
の
低
い
階
層
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く

は
都
市
的
消
費
経
済
の
進
展
と
と
も
に
需
要
は
高
ま
り
、
商
人
の
種
類
や
人
数
は
拡

大

し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
行
商
と
い
う
業
態
か
ら
み
て
、
一
つ
一
つ
の
交

易
や
経
営
の
規
模
は
小
さ
い
ま
ま
に
止
ま
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　
市
人
は
、
都
城
の
市
な
ど
に
市
騨
を
構
え
て
交
易
を
行
う
タ
イ
プ
で
あ
る
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
市
隷
・
市
人
に
つ
い
て
は
、
法
制
史
料
か
ら
市
隷
の
種
類
や
市
に
対
す

る
法
的
規
制
は
判
明
す
る
も
の
の
、
産
業
・
生
業
と
し
て
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
い
。
た
し
か
に
市
人
に
は
、
布
な
ど
の
支
給
を
受
け
た
官
人
か
ら
そ
れ
を
買
い

取
り
、
そ
れ
を
売
り
に
出
す
と
い
っ
た
、
流
通
業
的
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
も
想
定

さ
れ
る
〔
鬼
頭
一
九
七
七
〕
。
し
か
し
、
例
え
ば
先
に
取
り
上
げ
た
奉
写
二
部
大
般

若
経
所
に
よ
る
銭
貨
調
達
活
動
に
お
い
て
、
飯
高
息
足
を
「
外
国
」
（
お
そ
ら
く
は

伊
勢
方
面
）
に
、
社
下
月
足
を
難
波
へ
〔
直
木
一
九
八
こ
、
と
諸
方
に
人
を
派
遣

し
て
綿
を
売
却
さ
せ
た
事
例
は
、
大
量
の
綿
を
一
時
に
引
き
受
け
る
こ
と
が
、
平
城

京
の
東
西
市
の
市
人
た
ち
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。
こ

の
点
は
、
市
人
の
流
通
業
的
側
面
が
未
熟
な
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
よ
う
。

流
通

業
者
と
し
て
資
本
の
蓄
積
が
不
充
分
で
あ
り
、
ま
た
他
の
地
域
に
転
売
す
る
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
も
未
発
達
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
雑
令
皇
親
条
と
『
類
聚
三
代
格
』
神
亀
五
年
三
月
二
十
八
日
太
政
官
奏
で
、

皇
親
お
よ
び
外
五
位
を
除
く
五
位
以
上
の
官
人
が
家
人
奴
蝉
を
市
に
居
住
せ
し
め
て

興
販

さ
せ
る
の
を
禁
止
し
て
い
る
点
は
、
市
で
の
興
販
に
対
す
る
官
人
層
の
欲
求
が

大

き
い
こ
と
や
、
ま
た
禁
令
の
対
象
外
と
さ
れ
た
外
五
位
以
下
の
下
級
官
人
層
・
地

方
豪
族
層
に
よ
る
興
販
が
多
か
っ
た
こ
と
を
類
推
さ
せ
る
。
平
安
期
に
お
い
て
も
、

市
人
が
左
右
近
衛
・
兵
衛
な
ど
の
ト
ネ
リ
と
な
っ
た
り
、
諸
司
・
諸
家
に
仕
え
る
こ

と
を
禁
ず
る
太
政
官
符
が
出
さ
れ
て
い
る
（
『
類
聚
三
代
格
』
承
和
元
年
十
二
月
二

十

二

日
官
符
・
貞
観
六
年
九
月
四
日
官
符
）
こ
と
か
ら
、
下
級
官
人
と
市
人
が
重
な

る
状
況
が
存
在
し
、
そ
の
問
題
が
九
世
紀
中
頃
以
降
に
顕
在
化
す
る
と
考
え
ら
れ
て

い

る
〔
櫛
木
二
〇
〇
二
b
〕
。

　

こ
れ
ら
の
点
か
ら
都
城
の
市
人
の
主
要
な
部
分
は
、
下
級
官
人
層
や
地
方
豪
族
層
、

あ
る
い
は
彼
ら
を
経
営
主
体
と
す
る
家
人
奴
碑
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
彼
ら
が
展
開
し
た
興
販
の
実
態
は
、
地
方
豪
族
層
の
場
合

は
在
地
の
特
産
品
を
中
心
に
、
都
城
の
近
隣
を
本
貫
と
す
る
下
級
官
人
層
は
食
料
品

な
ど
日
用
品
も
含
め
た
産
品
を
販
売
し
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
地
方
市

25



国立歴史民俗博物館研究報告

　　第113集2004年3月

の

ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
尾
張
国
愛
智
郡
の
「
力
女
」
が
、
蛤
五
〇
剤
を
捕
っ
て
、
美

濃
国
方
県
郡
の
小
川
市
で
売
る
説
話
が
あ
る
（
『
日
本
霊
異
記
』
中
巻
第
四
話
）
。
こ

の

力
女
は
、
別
の
説
話
（
中
巻
第
二
十
七
話
）
で
尾
張
国
中
嶋
郡
大
領
の
妻
と
さ
れ

る
の
で
、
地
方
豪
族
層
の
一
員
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
在
地
の

産
品
を
市
で
販
売
す
る
の
が
市
人
の
主
た
る
活
動
で
あ
り
、
都
城
の
市
人
は
、
買
い

取
っ
た
品
を
売
る
こ
と
で
利
潤
を
あ
げ
る
手
法
も
併
用
し
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。　

こ
の
よ
う
に
本
来
は
官
人
・
豪
族
層
で
あ
り
、
ま
た
利
潤
追
求
型
の
商
行
為
も
副

次

的
な
も
の
に
止
ま
る
以
上
、
彼
ら
の
よ
う
な
市
人
を
純
粋
な
商
人
と
し
て
把
握
す

る
こ
と
に
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、
商
業
を
主
た
る
生
業
と
す
る
市
人

が
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
平
安
期
に
な
る
と
、
皇
子
が
絹
隷

の

富
裕
な
市
女
を
嬰
る
と
い
う
宇
津
保
物
語
の
話
の
よ
う
に
、
市
で
の
商
業
で
富
を

得
る
階
層
が
登
場
し
て
く
る
様
相
も
窺
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
奈
良
期
の
市
人
の
な

か

に
、
少
数
な
が
ら
商
人
、
あ
る
い
は
そ
の
原
型
と
見
な
し
う
る
人
間
類
型
が
存
在

し
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
交
易
従
事
者
の
専
門
性

　
商
人
の
原
型
と
し
て
把
握
し
う
る
人
間
類
型
は
、
必
ず
し
も
利
潤
動
機
の
交
易
者

だ

け
と
は
限
ら
な
い
。
外
部
産
品
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
交
易
主
体
の
下
で
、
実
際

の
交

易
に
従
事
し
た
身
分
動
機
に
よ
る
交
易
者
た
ち
も
ま
た
、
後
の
遠
距
離
交
易
商

人
の
原
型
と
な
る
要
素
を
内
包
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
交
易
、
と
く
に
遠

距
離
交
易
に
は
高
度
な
専
門
性
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
一
般
に
獲
得
型
交
易
で
は
、
本
拠
地
か
ら
離
れ
た
場
所
で
行
え
ば
行
う
ほ
ど
、
自

地
域
で
は
生
産
で
き
な
い
よ
う
な
特
産
品
を
獲
得
で
き
る
確
率
が
、
質
・
量
と
も
に

高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
遠
距
離
交
易
は
、
価
値
が
高
い
、
珍
し
い
も

の

を
獲
得
す
る
機
会
と
し
て
活
用
さ
れ
る
。
一
方
、
遠
隔
地
間
交
通
は
、
距
離
が
長

く
な
る
の
と
比
例
し
て
、
そ
の
コ
ス
ト
や
危
険
性
が
増
大
す
る
。
す
な
わ
ち
遠
距
離

交
易
は
、
距
離
が
延
び
る
に
つ
れ
、
ハ
イ
リ
ス
ク
ハ
イ
リ
タ
ー
ン
の
度
合
い
を
増
す

の

で

あ
る
。
つ
き
つ
め
れ
ば
、
最
後
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
近
い
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
し

て
、
こ
の
リ
ス
ク
を
低
減
す
る
た
め
に
は
、
交
易
従
事
者
の
専
門
的
能
力
が
求
め
ら

れ

る
こ
と
に
な
る
。

　
古
代
社
会
に
お
い
て
は
、
遠
距
離
交
通
そ
の
も
の
に
ま
ず
危
険
が
伴
っ
て
い
た
。

災
害
や
獣
害
の
よ
う
な
自
然
環
境
上
の
危
険
の
ほ
か
、
人
為
的
障
害
が
存
在
し
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
列
島
諸
地
域
の
各
共
同
体
は
閉
鎖
的
な
慣
行
を
有
し
、
他
者

の
通
行
に
は
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
を
示
す
可
能
性
が
あ
っ
た
〔
中
村
一
九
九
六
〕
。
こ

れ

に
つ
い
て
は
、
国
家
公
権
の
道
路
で
あ
る
こ
と
を
明
示
的
に
示
す
計
画
道
路
や
、

使
者
の
交
通
を
保
障
す
る
伝
馬
制
等
の
導
入
に
よ
っ
て
、
王
臣
家
な
ど
の
使
者
を
含

む
国
家
的
交
通
の
安
全
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
国
家
の
保
護
が
及

ば

な
い
交
通
や
、
山
賊
・
海
賊
と
い
っ
た
確
信
犯
的
な
人
為
的
被
害
か
ら
の
安
全
ま

で

は
、
必
ず
し
も
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
備
後
国
三
谷
郡
三
谷
寺
の
弘

済
禅
師
が
、
京
で
の
交
易
の
帰
路
に
舟
人
か
ら
海
に
放
り
出
さ
れ
た
が
、
か
つ
て
放

生

し
た
亀
に
救
わ
れ
る
説
話
（
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
七
話
）
や
、
平
安
期
に
お

け
る
数
々
の
海
賊
取
締
令
〔
杉
山
一
九
七
一
〕
な
ど
が
、
遠
距
離
の
交
通
や
輸
送

に
お
け
る
人
為
的
障
害
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
危
険

性
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
楢
磐
嶋
が
交
易
の
帰
路
に
閻
羅
王
の
使
者
で
あ
る
鬼
に
追

い
か

け
ら
れ
る
と
い
う
説
話
が
、
真
に
迫
っ
た
説
教
と
し
て
効
果
を
有
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
遠
距
離
交
易
従
事
者
に
は
、
ま
ず
危
険
を
伴
う
遠
距
離
交
通
を
完
遂

す
る
能
力
や
経
験
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
交
易
で
あ
る
以
上
、
身
一
つ
で
行
き
来
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、

交
通
面
で
は
輸
送
手
段
の
確
保
と
い
う
課
題
も
あ
る
。
そ
し
て
、
自
ら
キ
ャ
ラ
バ
ン

を
組
め
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
を
除
け
ば
、
人
や
輸
送
手
段
の
チ
ャ
ー
タ
ー
、
あ
る
い
は

既
存
の
輸
送
シ
ス
テ
ム
へ
の
依
存
が
必
要
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
際
に
は
、
輸
送
手

段
の
調
達
は
も
と
よ
り
、
そ
の
信
頼
性
を
も
確
保
す
る
専
門
能
力
が
必
要
と
な
る
。
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楢
磐
嶋
の
よ
う
に
、
船
に
荷
を
預
け
て
自
ら
は
陸
路
で
帰
還
す
る
よ
う
な
ケ
ー
ス
で

は
、
輸
送
者
の
信
頼
性
が
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
し
、
交
易
従
事
者
に
は
信
用
に
足
る
輸

送
者
の
選
定
が
求
め

ら
れ
よ
う
。
そ
れ
に
失
敗
し
た
場
合
、
先
に
見
た
弘
済
禅
師
の

事
例
の

よ
う
に
、
舟
人
が
そ
の
ま
ま
海
賊
に
変
貌
す
る
と
い
う
危
険
さ
え
招
来
す
る

は
め
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
交

易
・
交
換
の
局
面
で
は
、
さ
ら
に
専
門
性
が
要
求
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
最

も
単
純
な
獲
得
型
交
易
は
、
物
々
交
換
の
形
態
を
と
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、

一
見
す
る
と
原
始
的
で
、
シ
ン
プ
ル
な
交
易
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
実

際

に
は
、
共
通
し
た
価
値
尺
度
と
な
る
貨
幣
を
媒
介
と
し
、
多
対
多
の
間
の
需
給
関

係

で
一
定
程
度
の
価
格
が
生
成
し
て
く
る
市
場
経
済
シ
ス
テ
ム
以
上
に
、
高
度
な
専

門
性
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
ず
獲
得
し
た
い
物
資
を
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
誰
か
ら
入
手
で
き
る
の
か
と
い
う

情
報
・
知
識
が
必
要
と
な
る
。
獲
得
し
た
い
も
の
が
貴
重
品
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、

あ
る
い
は
交
易
場
所
が
遠
方
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
交
易
の
時
・
場
所
・
相
手
の
選

定
が
シ
ビ
ア
な
課
題
と
な
る
。
こ
れ
を
誤
る
と
、
目
的
の
品
が
全
く
手
に
入
ら
な
い

可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
獲
得
型
交
易
で
は
、
目
的
の
品
を
入
手
で
き
な

け
れ
ば
、
ま
っ
た
く
の
骨
折
り
損
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
交
易
の
原
資
と
な
る
、
自
ら
の
売
却
品
の
選
定
も
重
要
な
問
題
と
な
る
。

交
易
相
手
が
目
的
の
品
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
対
価
と
な
る
売
却
品
を
受

け
取
っ
て
く
れ
な
け
れ
ば
、
交
易
は
成
立
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
交
易
相
手
が
欲

す
る
で
あ
ろ
う
財
貨
に
対
す
る
情
報
・
知
識
を
有
し
、
そ
れ
を
選
定
す
る
能
力
が
問

わ
れ
よ
う
。

　
実
際
の
交
易
に
あ
た
っ
て
は
、
交
渉
能
力
も
必
要
と
な
る
。
ま
ず
、
交
易
交
渉
に

持

ち
込
む
能
力
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
や
、
言
語
を
異
と
す
る
交
易
相
手
の
場
合
は
語
学

力
が
必
要
と
な
る
。
次
に
、
交
渉
に
よ
っ
て
等
価
交
換
の
合
意
を
取
り
付
け
な
け
れ

ば

な
ら
な
い
。
市
場
経
済
下
に
お
け
る
価
格
形
成
と
は
異
な
り
、
一
回
ご
と
に
等
価

に
関
す
る
合
意
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
、
価
値
尺
度
の
目
安
と
な
る

貨
幣
体
系
を
共
有
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
季
節
や
場
所

に
よ
る
物
価
の
相
違
・
変
動
に
関
す
る
専
門
知
識
も
、
交
渉
の
際
に
は
必
要
と
な
ろ

う
。　

以
上
の

よ
う
に
、
身
分
動
機
と
利
潤
動
機
と
を
問
わ
ず
実
際
の
交
易
従
事
者
に
は
、

様
々
な
専
門
的
知
識
・
能
力
が
必
要
と
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
官

司
の
交
易
活
動
に
お
い
て
は
、
安
都
雄
足
や
社
下
月
足
の
よ
う
な
特
定
の
官
人
の
活

躍
が

目
立
つ
の
で
あ
り
、
逆
に
安
請
け
合
い
を
し
た
飯
高
息
足
は
手
痛
い
損
害
を
被

る
は
め
に
陥
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
交
易
従
事
者
に
要
求
さ
れ
る
高
度
な
専

門
性
が
、
次
節
で
述
べ
る
よ
う
な
遠
距
離
交
易
商
人
が
成
長
を
始
め
る
、
挺
子
の
一

つ

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
（
3
）
平
安
時
代
後
期
に
お
け
る
商
業
の
展
開

　
一
一
世
紀
後
半
以
降
、
遠
距
離
交
易
商
人
や
輸
送
業
者
の
活
躍
が
、
物
語
文
学
に

散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
代
表
例
が
、
『
新
猿
楽
記
』
に
見
え
る
、
か
の
有

名
な
八
郎
真
人
で
あ
る
（
史
料
1
0
）
。

（史
料
1
0
）
『
新
猿
楽
記
』
八
郎
真
人
条

　
八
郎
真
人
は
商
人
の
主
領
な
り
。
利
を
重
じ
て
妻
子
を
知
ら
ず
。
身
を
念
じ
て
他

人

を
顧
み
ず
。
一
を
持
し
て
万
に
成
し
、
壌
を
搏
ち
て
金
と
成
す
。
言
を
以
て
他

　
の
心
を
証
き
、
謀
を
以
て
人
の
目
を
抜
く
一
物
な
り
。
東
は
俘
囚
の
地
に
至
り
、

西
は

貴
賀
が
嶋
に
渡
る
。
交
易
の
物
、
売
買
の
種
、
称
げ
て
教
ふ
べ
か
ら
ず
。
唐

物
に

は
沈
香
、
窮
香
、
衣
比
、
丁
子
、
甘
松
、
薫
陸
、
青
木
、
竜
脳
、
牛
頭
、
難

舌
、
白
檀
、
赤
木
、
紫
檀
、
蘇
芳
、
陶
砂
、
紅
雪
、
紫
雪
、
金
益
単
、
銀
益
単
、

紫
金
膏
、
巴
豆
、
雄
黄
、
可
梨
勒
、
檀
榔
子
、
銅
黄
、
緑
青
、
燕
脂
、
丹
、
朱
砂
、

胡
粉
、
豹
虎
の
皮
、
藤
、
茶
碗
、
籠
子
、
犀
の
生
角
、
水
牛
の
如
意
、
焉
璃
の
帯
、

瑠
璃
の
壼
、
綾
、
錦
、
羅
、
穀
、
緋
の
襟
、
象
眼
、
繧
綱
、
高
麗
軟
錦
、
東
京
錦
、

浮
線
綾
、
呉
竹
、
甘
竹
、
吹
玉
等
な
り
。
本
朝
の
物
に
は
、
金
、
銀
、
阿
古
夜
の
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玉
、
夜
久
の
貝
、
水
精
、
號
珀
、
水
銀
、
流
黄
、
白
錨
、
銅
、
鉄
、
鎌
、
蝉
羽
、

絹
布
、
糸
、
綿
、
纐
纈
、
紺
の
布
、
紅
、
紫
、
茜
、
鷲
の
羽
、
色
革
等
な
り
。
若

は
泊
の
浦
に
於
て
、
年
月
を
送
り
、
定
れ
る
宿
無
し
。
若
は
村
邑
に
於
て
、
日
夜

を
過
し
、
住
ま
る
所
無
し
。
財
宝
を
波
濤
の
上
に
貯
へ
、
浮
沈
を
風
の
前
に
任
せ

た
り
。
運
命
は
街
衝
の
間
に
交
へ
、
死
生
を
路
頭
に
懸
け
た
り
。
賓
客
の
清
談
は
、

甚
だ
繁
く
、
妻
子
の
対
面
は
、
已
に
稀
な
り
。

　

こ
の
八
郎
真
人
の
交
易
活
動
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
そ
の
活
動
範
囲
の
広
さ
や
、

扱
う
品
の
多
様
さ
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
史
料
に
即
し
て
、
そ

の
実
態
を
冷
静
に
分
析
し
て
み
た
い
。

　
ま
ず
「
商
人
の
主
領
な
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
単
独
の
交
易
者
で
は
な
く
、
一

定
程
度
の
集
団
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
「
利
を
重
じ
て

…
、
謀
を
以
て
人
の
目
を
抜
く
一
物
な
り
」
と
あ
る
部
分
は
、
利
益
を
重
視
し
て
い

る
こ
と
と
同
時
に
、
そ
れ
が
、
社
会
的
に
あ
ま
り
良
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
こ
と
も

示
し
て
い
る
。

　
「
東
は
俘
囚
の
地
に
至
り
、
西
は
貴
賀
が
嶋
に
渡
る
。
」
は
、
そ
の
活
動
範
囲
の
広

さ
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
一
文
だ
が
、
「
若
は
泊
の
浦
に
於
て
、
年

月
を
送
り
、
定
れ
る
宿
無
し
。
若
は
村
邑
に
於
て
、
日
夜
を
過
し
、
住
ま
る
所
無
し
。

財
宝

を
波
濤
の
上
に
貯
へ
、
浮
沈
を
風
の
前
に
任
せ
た
り
。
運
命
は
街
衛
の
間
に
交

へ
、

死
生
を
路
頭
に
懸
け
た
り
。
」
と
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
主
領
」
で
あ
る
に
も
か

か
わ

ら
ず
、
八
郎
真
人
自
ら
が
広
域
に
交
易
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
推
測
さ
せ

る
。
一
方
、
「
唐
物
に
は
沈
香
…
、
色
革
等
な
り
」
、
「
賓
客
の
清
談
は
、
甚
だ
繁
く
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
扱
う
品
は
こ
う
い
っ
た
遠
隔
地
か
ら
仕
入
れ
た
奢
修
品
で
、
顧

客
は
京
の
貴
族
層
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の

点
か
ら
窺
え
る
の
は
、
既
に
自
営
の
商
人
と
し
て
手
広
く
商
行
為
を
行
い
、

利
益
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
一
回
こ
っ
き
り
の
交
易
で
は
な
く
、

継
続
性
の
あ
る
交
易
活
動
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
利
潤
を
次
の
仕
入
れ
の
原
資
に

回
す
な
ど
、
継
続
的
な
利
潤
を
追
求
す
る
商
人
と
言
い
う
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
こ

と
み
ら
れ
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、
主
領
と
さ
れ
な
が
ら
も
自
ら
が
列
島
各
地
を
飛
び
回
っ
て
い
る

点
は
、
拡
大
傾
向
に
あ
り
つ
つ
も
ま
だ
零
細
な
経
営
体
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
い
ま

だ
負
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
点
か
ら
は
、
社
会
的
な
地
位
が
依
然
と
し
て
低
い
こ
と
を

表
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
遠
隔
地
の
奢
修
品
を
仕
入
れ
、
貴
族
を
顧
客
と
す
る
と
い

う
点
は
、
貴
族
経
済
を
補
完
す
る
と
い
う
側
面
が
強
く
、
民
衆
を
含
め
た
広
い
層
を

対
象
と
し
た
商
業
で
は
な
い
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。

　
ま
た
、
『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
九
・
第
三
六
話
に
は
、
京
と
伊
勢
国
を
往
来
す
る

富
裕
な
水
銀
商
が
登
場
す
る
。
こ
の
水
銀
商
は
、
馬
百
余
頭
の
隊
商
で
、
絹
・
布
・

糸
・
綿
・
米
を
運
搬
し
、
伊
勢
国
で
水
銀
を
買
い
付
け
て
い
る
。

　

こ
れ
も
都
鄙
間
の
大
規
模
な
交
易
活
動
で
あ
る
一
方
、
主
人
自
ら
が
隊
商
を
率
い

て

い

る
こ
と
、
奢
修
品
た
る
水
銀
を
買
い
付
け
て
、
や
は
り
貴
族
向
け
の
品
と
し
て

い

る
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、
八
郎
真
人
と
同
様
な
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
、

自
ら
隊
商
を
率
い
て
い
た
う
え
、
山
賊
に
襲
わ
れ
る
話
は
興
味
深
い
。
富
裕
な
商
人

と
さ
れ
る
点
が
と
か
く
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
主
人
自
ら
が
危
険
と
隣
り
合
わ

せ
の

交
易
活
動
を
行
っ
て
い
る
点
は
、
こ
の
時
期
の
商
人
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し

て

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
両
者
に
共
通
す
る
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
、
遠
隔
地
の
奢
修
品
を
仕
入
れ

て
、
貴
族
層
に
売
却
す
る
こ
と
で
利
益
を
上
げ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
構
造
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
彼
ら
の
商
売
が
、
か
つ
て
の
王
臣
家
の
交
易
活
動
を
代
行
す
る
よ
う
な
形

で
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
貴
重
品
の
入
手
に
大
枚
を
は
た
く

貴
族
層
を
顧
客
と
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
商
人
が
「
富
裕
」

と
称
さ
れ
る
ま
で
成
長
し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
彼
ら
は
、
巨
大
な
経

済
力
を
持
つ
貴
族
層
の
交
易
、
そ
の
前
代
以
来
の
獲
得
型
交
易
構
造
の
な
か
か
ら
生

ま
れ
、
成
長
を
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
商
人
は
、
市
人
や
販
夫
が
単
線
的

に
成
長
し
た
姿
で
は
決
し
て
な
い
。
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そ
れ
で
は
、
な
ぜ
彼
ら
が
貴
族
経
済
に
食
い
込
ん
で
い
く
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た

の

か
。
こ
れ
に
は
、
交
易
従
事
者
に
必
要
な
専
門
性
を
高
め
て
い
っ
た
彼
ら
自
身
の

努
力
と
、
王
臣
家
等
の
交
易
能
力
の
低
下
と
い
う
、
表
裏
一
体
の
二
つ
の
要
因
が
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
説
明
の
必
要
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
八
郎

真
人

の

説
話
が
、
片
手
間
で
は
到
底
不
可
能
な
、
そ
の
営
業
努
力
の
凄
ま
じ
さ
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
か
つ
て
の
王
臣
家
等
は
、
列
島
内
の
遠
隔
地
や
外
国
使
節
に
対
し
て
自
ら

使
者
を
派
遣
し
、
交
易
を
行
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
段
階
に
な
る
と
、
諸
司
・
諸

家
が
専
門
的
な
能
力
を
有
す
る
交
易
従
事
者
を
抱
え
、
直
接
的
に
交
易
を
行
う
こ
と

が
少

な
く
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
最
も
重
要
視
さ
れ
た
国
家
に
よ

る
国
際
貿
易
か
ら
し
て
、
一
一
世
紀
頃
に
は
唐
物
使
の
派
遣
が
停
止
さ
れ
、
大
宰
府

に
そ
の
管
理
が
委
ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
荘
園
制
や
受
領
に

よ
る
地
方
統
治
の
進
展
、
そ
し
て
そ
れ
ら
か
ら
諸
司
・
諸
家
に
も
た
ら
さ
れ
る
貢
献

物
の
増
大
が
影
響
し
た
と
推
測
し
て
お
き
た
い
。
直
接
経
営
・
直
接
交
易
に
乗
り
出

さ
な
く
と
も
、
各
地
の
特
産
物
が
集
ま
っ
て
く
る
。
そ
の
経
済
構
造
が
、
王
臣
家
等

の
交
易
能
力
の
低
下
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
貴
族
層
が
求
め
る
貴
重
品
・
奢
修
品
の
全
て
が
、

こ
れ
ら
貢
献
物
に
含
ま
れ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
八
郎
真
人
の
よ
う
な

遠
距
離
交
易
商
人
が
食
い
込
ん
で
い
く
ニ
ッ
チ
が
生
ま
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

極
め

て
大
雑
把
な
見
通
し
に
過
ぎ
ず
、
今
後
の
検
討
を
要
す
る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ

そ
う
考
え
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
頃
、
畿
内
に
お
け
る
輸
送
業
者
あ
る
い
は
中
間
流
通
商
人
も
ま
た
、
成
長
し

た
姿
を
見
せ
始
め
る
。
そ
の
代
表
例
は
、
や
は
り
『
新
猿
楽
記
』
に
登
場
す
る
津
守

持
行
で
あ
る
（
史
料
1
1
）
。

（史
料
H
）
『
新
猿
楽
記
』
七
の
御
許
条

　
（
前
略
）
件
の
夫
は
、
字
は
越
方
部
津
五
郎
、

名
は
津
守
持
行
と
云
々
。
東
は
大

津
、
三
津
に
馳
せ
、
西
は
淀
渡
、
山
崎
を
走
る
。
牛
の
頭
は
燗
る
と
難
も
、
一
日

も
休
む
こ
と
無
し
。
馬
の
脊
は
穿
つ
と
難
も
、
片
時
も
治
へ
ず
。
常
に
駄
賃
の
多

少
を
論
じ
て
、
鎮
に
車
力
の
足
ら
ざ
る
こ
と
を
謹
ふ
。
等
閑
に
し
て
腰
を
屈
ず
、

蔑
如
に
し
て
紐
を
飲
め
ず
。
足
は
藁
履
を
脱
ぐ
時
無
く
、
手
に
は
格
鞭
を
捨
つ
る

日
無
し
。
踵
の
鞍
は
、
山
城
茄
子
の
霜
に
相
ふ
が
如
し
。
脛
の
嫁
は
、
大
和
瓜
の

日
に
向
ふ
が
如
し
。
只
、
牛
馬
の
血
肉
を
以
て
、
将
に
妻
子
の
身
命
を
助
け
ん
と

す
る
の
み
。
實
に
一
家
の
面
を
伏
す
る
、
只
、
七
の
娘
の
処
に
在
り
と
云
々
。

　
彼

は
、
大
津
・
三
津
と
淀
渡
・
山
崎
の
間
の
運
送
を
生
業
と
し
、
「
常
に
駄
賃
の
多

少

を
論
じ
て
」
、
利
潤
を
追
求
し
て
い
る
。
し
か
し
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
地
を
牛
馬

と
と
も
に
自
ら
往
復
し
、
へ
と
へ
と
に
な
る
ま
で
働
く
零
細
業
者
で
も
あ
る
。

　
注

目
さ
れ
る
の
は
、
東
国
、
特
に
北
陸
道
諸
国
の
物
産
が
陸
揚
げ
さ
れ
る
大
津
な

ど
と
、
西
国
の
物
産
が
陸
揚
げ
さ
れ
る
山
崎
津
な
ど
（
『
延
喜
式
』
諸
国
運
漕
功
賃

条
）
の
間
を
結
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
津
守
持
行
の
よ
う
な
人
間
類
型
は
、

大
津
な
ど
に
集
ま
る
東
国
の
物
産
と
、
山
崎
津
な
ど
に
集
ま
る
西
国
の
物
産
を
双
方

向
的
に
運
送
し
て
い
た
と
想
定
で
き
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
東
西
の
交
易
者
が
京
や

難
波
津
で
出
会
い
、
交
易
を
し
て
い
た
と
い
う
基
本
構
造
を
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
こ

の
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
登
場
し
た
商
業
な
い
し
運
送
業
と
把
握
す
る
こ
と

が
で

き
る
。
こ
う
い
っ
た
畿
内
に
お
け
る
中
間
流
通
型
の
商
業
も
、
や
は
り
前
代
の

構
造
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
こ
う
い
っ
た
交
易
構
造
は
、
畿
内
に
お
け
る
交
易
が
、
単
に
畿
内
と
畿
外
の

間
の
交
易
だ
け
で
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
畿
内
の
交
通
拠
点
（
京
・
難
波

津
・
大
津
・
山
崎
津
な
ど
）
が
東
国
と
西
国
の
交
易
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
こ
と
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
奈
良
・
平
安
期
を
通
じ
て
一
貫
し
て
い
た
こ
と
も
示
す
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　
本
稿
で
は
、
ポ
ラ
ン
ニ
ー
が
指
摘
す
る
交
易
者
の
動
機
や
目
的
に
着
目
し
、
日
本

古
代

に
お
け
る
交
易
者
の
実
態
や
類
型
に
関
す
る
分
析
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

日
本
古
代
に
お
い
て
は
、
外
部
産
品
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
交
易
主
体
の
下
で
交
易

に
従
事
す
る
、
身
分
動
機
の
交
易
者
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
。
一
方
、
利
潤
動
機
の

交
易
者
は
一
般
に
零
細
で
、
社
会
的
地
位
も
低
い
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
経
済
あ
る

い

は
交
易
量
全
体
に
占
め
る
割
合
で
は
、
獲
得
型
・
身
分
動
機
型
交
易
が
圧
倒
的
多

数
を
占
め
る
で
あ
ろ
う
こ
と
な
ど
を
、
ま
ず
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
官
司
や
王
臣
家
の
交
易
は
、
基
本
的
に
こ
の
獲
得
型
・
身
分
動
機
型
交
易

と
、
そ
れ
に
便
乗
し
た
官
人
に
よ
る
交
易
で
あ
る
こ
と
。
長
屋
王
家
に
よ
る
酒
食
販

売
事
業
も
、
利
潤
そ
れ
自
体
は
問
題
に
な
ら
ず
、
家
政
運
営
に
必
要
な
銭
貨
調
達
を

目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
地
方
豪
族
が
畿
内
で
展
開

し
た
交
易
も
、
利
潤
に
よ
る
私
富
蓄
積
が
目
的
で
は
な
く
、
在
地
で
は
入
手
し
え
な

い
文

物
を
獲
得
す
る
こ
と
に
主
た
る
目
的
が
あ
っ
た
こ
と
。
こ
の
た
め
、
列
島
や
海

外
の

物
産
が
集
ま
る
京
や
難
波
に
交
易
の
拠
点
を
構
え
る
な
ど
し
て
い
る
こ
と
。
彼

ら
の
銭
貨
へ
の
欲
求
は
、
純
経
済
的
な
私
富
の
追
求
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
形

無
き
威
信
財
と
し
て
の
位
階
の
入
手
、
あ
る
い
は
銭
貨
自
体
を
威
信
財
と
見
な
し
た

も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

彼

ら
は
、
基
本
的
に
は
財
の
獲
得
を
目
的
と
し
た
交
易
者
と
い
え
る
。

　

官
司
・
王
臣
家
等
の
交
易
は
、
そ
の
経
営
に
必
要
な
財
貨
を
近
隣
か
ら
調
達
す
る

形
態
と
、
律
令
国
家
内
部
で
産
出
し
な
い
物
品
・
資
材
等
の
獲
得
を
目
指
す
も
の
と

に
大
別
で
き
る
。
前
者
の
目
的
の
た
め
に
畿
内
各
地
に
、
後
者
の
目
的
の
た
め
に
秋

田
城
・
多
賀
城
・
難
波
・
大
宰
府
な
ど
に
拠
点
を
設
け
、
使
者
を
派
遣
し
て
交
易
を

行
っ
て
い
た
。
後
者
の
ケ
ー
ス
で
は
、
遣
唐
使
随
行
員
に
委
託
し
た
事
例
も
あ
る

（
『入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』
）
。
交
易
の
原
資
は
、
税
制
・
貢
納
な
ど
に
よ
っ
て
国
家
が

収
取

し
、
王
臣
家
等
に
分
配
さ
れ
た
国
内
産
の
物
品
や
物
品
貨
幣
、
あ
る
い
は
直
轄

地
経
営
で
得
ら
れ
た
余
剰
生
産
物
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
地
方
富
豪
層
は
、
在
地
に
お
い
て
産
出
・
入
手
で
き
な
い
物
品
や
資
材
、

あ
る
い
は
銭
貨
や
位
階
な
ど
の
威
信
財
の
獲
得
を
目
的
と
し
、
京
や
難
波
な
ど
に
在

地
の

産
品
を
持
ち
込
ん
で
、
目
的
の
も
の
を
入
手
す
る
と
い
う
交
易
を
展
開
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
原
資
は
、
在
地
の
生
産
関
係
・
収
取
関
係
に
よ
っ
て
蓄

積
さ
れ
た
私
富
と
考
え
ら
れ
る
。

　
獲
得
を
目
指
す
財
の
種
類
が
異
な
る
と
は
い
え
、
両
者
の
ベ
ク
ト
ル
は
基
本
的
に

同
じ
で
あ
る
。
通
常
の
生
産
関
係
で
は
入
手
し
得
な
い
財
の
獲
得
が
目
的
で
あ
り
、

い
ず
れ

も
商
業
と
い
う
よ
り
は
消
費
の
範
疇
に
入
る
交
易
活
動
だ
か
ら
で
あ
る
。
大

き
く
違
う
の
は
、
交
易
活
動
に
お
け
る
地
理
的
・
空
間
的
な
方
向
性
で
あ
る
。
王
臣

家
等
で
は
、
そ
の
遠
距
離
交
易
活
動
は
、
国
家
の
中
心
か
ら
外
へ
と
い
う
指
向
性
を

見
せ
る
の
に
対
し
、
地
方
豪
族
は
地
方
か
ら
中
央
へ
と
い
う
基
本
的
な
方
向
性
が
認

め

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
官
司
や
王
臣
家
等
が
律
令
国
家
の
税
制
（
実
物
貢
納
制
）
に

よ
っ
て
律
令
国
家
内
部
の
産
品
の
分
配
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
国
内

産
の
物
は
交
易
以
外
の
手
段
で
手
に
入
る
可
能
性
が
高
い
が
、
国
外
産
の
も
の
は
交

易
が
必
要
に
な
る
こ
と
。
こ
れ
に
対
し
て
地
方
豪
族
層
は
、
列
島
内
遠
隔
地
の
産
物

を
自
力
で
入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
銭
貨
や
位
階
な
ど
律
令
国
家

が
発
行
す
る
も
の
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
こ
の
よ
う
な
古
代
社
会
に
お
い
て
、
利
潤
動
機
の
商
人
は
、
零
細
で
、
社

会
的
地
位
・
身
分
が
低
い
階
層
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
都
市
的
消
費
経
済
が
進
展

す
る
な
か
で
、
市
人
や
近
距
離
型
行
商
の
需
要
は
増
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

大
多
数
の
経
営
体
は
小
規
模
の
ま
ま
推
移
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
な
か
で
平
安
時
代
後
期
に
な
る
と
、
比
較
的
大
規
模
な
交
易
を
展
開

す
る
遠
距
離
交
易
商
人
の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
、
王
臣
家
等
が
展

開
し
て
き
た
獲
得
型
交
易
の
一
部
を
代
行
す
る
形
で
産
声
を
あ
げ
、
諸
司
・
諸
家
の

交

易
能
力
が
低
下
す
る
な
か
で
、
そ
の
専
門
性
を
磨
き
、
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
と

30



［日本古代の交易者】・…中村太一

推
測
さ
れ
る
。

　

注

目
さ
れ
る
の
は
、
彼
ら
が
史
料
上
に
登
場
し
て
く
る
一
一
世
紀
後
半
と
い
う
時

期

で

あ
る
。
石
井
進
氏
は
、
こ
の
一
一
世
紀
半
ば
す
ぎ
ぐ
ら
い
か
ら
、
様
々
な
中
世

的
特
色
が
出
現
し
て
く
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
〔
石
井
二
〇
〇
二
〕
。
と
な
る
と

彼
ら
も
ま
た
、
古
代
か
ら
中
世
へ
と
い
う
社
会
の
大
き
な
う
ね
り
の
な
か
で
登
場
し

て

き
た
人
間
類
型
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
逆
に
い
え
ば
、
古
代
と
い
う
時
代
は
、

商
人
が
な
か
な
か
上
昇
の
機
会
を
つ
か
め
な
い
、
厳
し
い
社
会
的
条
件
を
内
包
し
て

い
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
以
上
が
本
稿
の
概
要
で
あ
る
が
、
総
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
大
規
模
な
交
易
や
、

そ
こ
で
活
躍
す
る
交
易
専
従
者
が
存
在
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
即
、
商
業
の

発
展

と
短
絡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
縄
文
時
代
か
ら

商
品
の
交
換
が
行
わ
れ
て
い
た
と
か
、
専
門
的
な
商
人
が
い
た
な
ど
と
い
う
言
説
が

目
立
つ
〔
例
え
ば
、
網
野
一
九
九
七
、
小
山
・
岡
田
二
〇
〇
〇
な
ど
〕
。
こ
れ
ら

は
、
交
易
と
商
業
を
短
絡
し
た
安
易
な
考
え
方
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
同
時
に
こ
の

よ
う
な
捉
え
方
で
は
、
苦
難
の
な
か
で
成
長
を
遂
げ
て
い
っ
た
、
古
代
商
人
た
ち
の

実
態
と
そ
の
努
力
を
見
誤
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

　
時
代
の
先
端
を
走
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
平
安
時
代
後
期
の
遠
距
離
交
易
商
人
で

さ
え
、
後
世
の
大
商
人
の
姿
と
比
較
す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
富
裕
か
つ
社
会
的
地
位
が

高
い
存
在
に
到
達
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
彼
ら
も
ま
た
、
古
代
か
ら
中
世
へ

の
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
、
発
展
へ
の
足
が
か
り
を
得
た
ば
か
り
の
存
在
な
の
で
あ

る
。
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三
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究
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川
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文
館
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Traders　in　Ancient　Japan

NAKAMuRAτaichi

西a《1ers　in　A皿cient　Japan

NAKAMuRA　Taichi

Research　undertaken　to　date　on　trade　in　ancient　Japan　has　concentrated　on　bringing　to　light

infbrmation　on　traders，　the　activities　of　markets，　legal　restrictions，　and　the　trading　activities　of　public

offices　and　of6cials．　Consequently，　the　motives　and　o旬ectives　fOr　trading　have　not　necessarily　been

pursued　in　these　studies．　The　purpose　of　this　papeちtherefOre，　is　to　explore　the　circllmstances　of

traders　and　catego亘es　thereof，　making　use　of　the　classifications丘）r　the　motives　and　objectives　of

traders　that　have　been　established　by　Kad　Polanyi．

　　First，　fOllowing　Polanyi’s　guidelines　and　a　comprehensive　analysis　of　motives　in　ancient　Japan，1

丘）und　that　there　were　a　great　many　traders　who　were　engaged　in　trade　fOr　the　purpose　of　acquiring

products加m　outside　their　o㎜regions．　In　contrast，　I　fOund　that　traders　who　pursued　pro丘t　were

企win　number　and　that　they　also　had　a　low　social　standing．　Accordingly，　it　is　evident　that　in　terms　of

the　total　number　of　traders，　the　vast　majority　consisted　of　those　involved　in　trade　fOr　the　purpose　of

　　　　コ　　　コ　　ロ

aCqUISIt10n．

　　　Next，　this　study　also　revealed　that　trade　by　public　offices，　the　imperial　household，　and　the

aristocracy　was　fundamentally　acquisition－oriented．　Merchandising　actMties　by　the　aristocracy　were

also　conducted　fOr　the　purpose　of　supplying　money　required　fOr　the　running　of　their　households．

Powerful　families　from　outlying　regions　who　traded　in　central　areas　also　did　so　not　out　of　the　pursuit

of　profit，　but　fOr　the　purpose　of　acquiring　commodities　they　were　not　able　to　obtain　local㎏It　was　fbr

this　reason　that　trading　bases　fbr　gathering　products　from　around　the　Japanese　archipelago　and　from

overseas　were　established　in　Kyoto　and　Naniwa．　This　paper　shows　that　these　people　acquired　money

fbr　achieving　a　rank　that　w6uld　indicate　their　authority　and　for　the　purpose　of　obtaining　money

　　　In　the　last　section　of　the　stud脇Iexamine　merchants　who　traded　fOr　the　purpose　of　making　a

pro趾．　Although　in　numerical　terms　the　increase　in　merchants　who　traded　in　markets　and　traveling

merchants　who　covered　short　distances　was　accompanied　by　the　development　of　a　consumption

economy，　the　business　entities　of　the　vast　majority　of　these　merchants　remained　small　in　scale．

However，　by　the　end　of　the　Heian　period，　there　began　to　emerge　merchants　trading　over　long

distances　who　developed　substantial　trading　activities．　These　merchants　established　their　businesses

by　pardally　substitudng　the　acquisition－oriented　trade　structure　that　had　been　developed　by　the

aristocracy》which　they　subsequently　developed　with　great　success．
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